
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （

教科 の目標：

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○

7

○○ ○

○○

定期考査

・「都市部のスキマ」と「都市部
の公園」の違いを，生態系に果た
す役割という観点を押さえながら
読み取り，整理する。
・漢字・意味調べプリント・漢字
小テスト
・一人１台端末の活用　等

スキマが育む都市の緑と生命のつな
がり 塚谷祐一
【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用
漢字を書き，文や文章の中で使うこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，内容や構成，論理の
展開などについて叙述を基に的確に
捉え，要旨や要点を把握すること。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く都市部の緑の在り方を述べ
た筆者の主張を理解し，学習課題に
沿って生態系という新しい視点と資
料との関連性を捉えながら自分の考
えを深めようとすること。

7

6

○

１
学
期

1

○

○

【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
粘り強く都市部の緑の在り方を述べた筆者の
主張を理解し，学習課題に沿って生態系とい
う新しい視点と資料との関連性を捉えながら
自分の考えを深めようとしている。

○○

○

こそそめスープ　村田紗耶香
【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用
漢字を書き，文や文章の中で使うこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，内容や構成，論理の
展開などについて叙述を基に的確に
捉え，要旨や要点を把握すること。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで筆者の気持ちの変化や考えを
理解し，学習課題に沿って自分の考
えをまとめ，話し合おうとするこ
と。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
進んで筆者の気持ちの変化や考えを理解し，
学習課題に沿って自分の考えをまとめ，話し
合おうとしている。

○

○

現代の国語国語

領域
評価規準

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

知

【知識・技能】
・言葉には，認識や思考を支える働きがある
ことを理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，論理の展開などについて
的確に捉え，要旨や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
「東西」の文化の差異への理解を深め，今ま
での学習を生かして自分の興味や関心を他者
に伝えようとしている。

○

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

○

大田桜台

【学びに向かう力、人間性等】

水の東西　山崎正和
【知識及び技能】
・言葉には，認識や思考を支える働
きがあることを理解すること。
　【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，内容や構成，論理の
展開などについて叙述を基に的確に
捉え，要旨や要点を把握すること。
【学びに向かう力、人間性等】
比較を通じて粘り強く「東西」の文
化の差異への理解を深め，今までの
学習を生かして自分の興味や関心を
他者に伝えようとすること。

・「水」を巡る日本と西洋の文化
の比較を通じて，日本文化の特質
について理解を深める。
・評論の書かれ方を理解し，読み
方を知る。
・漢字・意味調べプリント・漢字
小テスト
・一人１台端末の活用　等

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に積極的に関わろうと
する態度を養う。

現代の国語

配当
時数

（１組：青柳息吹）

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

国語 現代の国語 2

（２組：青柳息吹） （３組：青柳息吹） （４組：柳原嘉文）　 （５組：柳原嘉文）

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で
伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

東京書籍　新編現代の国語）

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を
高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現す
る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・筆者独自の考え方を読み取り，
人それぞれが持つ意識の世界に思
いをはせる。
・一人１台端末の活用　等

態

○



○

〇

〇

〇

○

〇

〇

〇

1

○ ○ 1

【知識及び技能】
・実社会において理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を増すとともに，語句
や語彙の構造や特色，用法及び表記の仕方な
どを理解し，話や文章の中で使うことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで筆者の体験談から筆者の仕事に対す
る思いを理解し，今までの学習を生かして職
業について見聞きしたことを発表しようとし
ている。

6

【知識及び技能】話し言葉と書き言葉の特徴
や役割，表現の特色を踏まえ，正確さ，分か
りやすさ，適切さ，敬意と親しさなどに配慮
した表現や言葉遣いについて理解し，使って
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・「話すこと・聞くこと」において，目的や
場に応じて，実社会の中から適切な話題を決
め，様々な観点から情報を収集，整理して，
伝え合う内容を検討している。
【主体的に学習に取り組む態度】　積極的に
情報の収集や整理を行い，学習課題に沿って
理解しやすい内容構成や展開を工夫して，自
分の考えを発表し，論ずる活動をしようとし
ている。

6

【知識・技能】
・言葉には，認識や思考を支える働きがある
ことを理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に漁をする父や弟の様子を通して自
然や漁師について感じた筆者の思いを理解
し，今までの学習を生かして読書を通して働
く苦労や喜び，仕事のやりがいについて学ぼ
うとしている。

7

【知識・技能】
・実社会において理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を増すとともに，語句
や語彙の構造や特色，用法及び表記の仕方な
どを理解し，話や文章の中で使うことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・粘り強く過去から現在の出来事に至る内容
と，作品中の筆者の思いを理解し，学習課題
に沿って戦争体験を語り継ぐ意義を考え，話
し合おうとしている。

7

・自分の道を切り開いた筆者の体
験談から，仕事に対する思いを読
み取る。
・漢字・意味調べプリント・漢字
小テスト
・一人１台端末の活用　等

・情報を整理し，内容や構成に注
意して話す。
・意見を交換し、事実と自分の意
見を区別してまとめる。

○ ○

○

・海での漁の様子を伝える文章を
読み，自然の中での労働について
理解を深める。
・読書を通じて将来の職業や働き
方を考える。
・漢字・意味調べプリント・漢字
小テスト
・一人１台端末の活用　等

・出来事の順序に着目しながら，
戦時下の人々の状況と，作品に一
貫する筆者の思いを読み取る。
・漢字・意味調べプリント・漢字
小テスト
・一人１台端末の活用　等

○

１
学
期

鍋洗いの日々
【知識及び技能】
・実社会において理解したり表現し
たりするために必要な語句の量を増
すとともに，語句や語彙の構造や特
色，用法及び表記の仕方などを理解
し，話や文章の中で使うことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにするこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，内容や構成，論理の
展開などについて叙述を基に的確に
捉え，要旨や要点を把握すること。
【学びに向かう力、人間性等】
・進んで筆者の体験談から筆者の仕
事に対する思いを理解し，今までの
学習を生かして職業について見聞き
したことを発表しようとすること。

定期考査

○ ○

○

〇

〇

〇

２
学
期 定期考査 ○ ○

気になるニュースについて話そう
【知識及び技能】話し言葉と書き言
葉の特徴や役割，表現の特色を踏ま
え，正確さ，分かりやすさ，適切
さ，敬意と親しさなどに配慮した表
現や言葉遣いについて理解し，使う
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
・「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場に応じて，実社会の中
から適切な話題を決め，様々な観点
から情報を収集，整理して，伝え合
う内容を検討すること。
【学びに向かう力、人間性等】　積
極的に情報の収集や整理を行い，学
習課題に沿って理解しやすい内容構
成や展開を工夫して，自分の考えを
発表し，論ずる活動をしようとする
こと。

真夏のひしこ漁
【知識及び技能】
・言葉には，認識や思考を支える働
きがあることを理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，内容や構成，論理の
展開などについて叙述を基に的確に
捉え，要旨や要点を把握すること。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に漁をする父や弟の様子を
通して自然や漁師について感じた筆
者の思いを理解し，今までの学習を
生かして読書を通して働く苦労や喜
び，仕事のやりがいについて学ぼう
とすること。

りんごのほっぺ　渡辺　美佐子
【知識及び技能】
・言葉には，認識や思考を支える働
きがあることを理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，内容や構成，論理の
展開などについて叙述を基に的確に
捉え，要旨や要点を把握すること。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く過去から現在の出来事に
至る内容と，作品中の筆者の思いを
理解し，学習課題に沿って戦争体験
を語り継ぐ意義を考え，話し合おう
とすること。

○ ○

○ ○



３
学
期

〇 1

〇

〇

〇

〇

〇

【知識及び技能】
・比喩，例示，言い換えなどの修辞や，直接
的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し
使っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「書くこと」において，目的や意図に応じ
て，実社会の中から適切な題材を決め，集め
た情報の妥当性や信頼性を吟味して，伝えた
いことを明確にしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に新聞記事を読んで問題の本質を捉
え，学習の見通しをもって根拠と自分の考え
のつながりを明確にし，意見文を書く活動を
しようとしている。

〇

合計

70

〇

〇

〇

〇 1

〇

〇

〇

定期考査

【知識・技能】
・実社会において理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を増すとともに，語句
や語彙の構造や特色，用法及び表記の仕方な
どを理解し，話や文章の中で使うことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に現代の状況に関心を持ち，筆者が
述べる内容を理解し，自分の考えを深め，今
までの学習を生かして「自立」という観点か
ら他者と話し合いをしたうえで，自分の考え
をまとめようとしている。

5

【知識・技能】
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使っている。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において，目的や意図に応じ
て，実社会の中から適切な題材を決め，集め
た情報の妥当性や信頼性を吟味して，伝えた
いことを明確にしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
粘り強く自分の興味・関心のある対象につい
て調べ，集めた情報の妥当性を検討しなが
ら，学習の見通しをもって読み手の理解が得
られるよう文章の構成や展開を工夫して書こ
うとしている。

4

6

【知識・技能】
・実社会において理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を増すとともに，語句
や語彙の構造や特色，用法及び表記の仕方な
どを理解し，話や文章の中で使うことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，論理の展開などについて
叙述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に場面の様子を捉え，学習課題に
沿って考えの進め方を整理し，本文中に挙げ
られている実験から，筆者が推測しているこ
とを理解しようとしている。

4

〇 〇

不思議な拍手　細間宏通
【知識及び技能】
・言葉には，認識や思考を支える働
きがあることを理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，内容や構成，論理の
展開などについて叙述を基に的確に
捉え，要旨や要点を把握すること。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に場面の様子を捉え，学習
課題に沿って考えの進め方を整理
し，本文中に挙げられている実験か
ら，筆者が推測していることを理解
しようとすること。

真の自立とは
【知識及び技能】
・文，話，文章の効果的な組み立て
方や接続の仕方について理解するこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，内容や構成，論理の
展開などについて叙述を基に的確に
捉え，要旨や要点を把握すること。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に現代の状況に関心を持
ち，筆者が述べる内容を理解し，自
分の考えを深め，今までの学習を生
かして「自立」という観点から他者
と話し合いをしたうえで，自分の考
えをまとめようとすること。

憧れの職業について調べ，整理して
まとめよう
【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用
漢字を書き，文や文章の中で使うこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
・「書くこと」において，読み手の
理解が得られるよう，論理の展開，
情報の分量や重要度などを考えて，
文章の構成や展開を工夫すること。
【学びに向かう力、人間性等】
粘り強く自分の興味・関心のある対
象について調べ，集めた情報の妥当
性を検討しながら，学習の見通しを
もって読み手の理解が得られるよう
文章の構成や展開を工夫して書こう
とすること。

新聞記事を読んで意見文を書こう
【知識及び技能】
・比喩，例示，言い換えなどの修辞
や，直接的な述べ方や婉曲的な述べ
方について理解し使うこと。
【思考力、判断力、表現力等】
・「書くこと」において，目的や意
図に応じて，実社会の中から適切な
題材を決め，集めた情報の妥当性や
信頼性を吟味して，伝えたいことを
明確にすること。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に新聞記事を読んで問題の本
質を捉え，学習の見通しをもって根
拠と自分の考えのつながりを明確に
し，意見文を書く活動をしようとす
ること。

・記事の読み取りを踏まえ，根拠
を明確にして意見をまとめる。
・一人１台端末の活用　等

・人間の心・意識について体験を
踏まえつつ考察する文章を読み，
人間への認識を深める。
・漢字・意味調べプリント・漢字
小テスト
・一人１台端末の活用　等

・「自立」の在り方について考察
する文章を読み，自分の考えを持
ち，視野を広げる。
・漢字・意味調べプリント・漢字
小テスト
・一人１台端末の活用　等

・調べたことを整理して，考えた
ことを分かりやすくまとめる。
・一人１台端末の活用も利用して
調べ学習をする。

定期考査

○

○

○

○

○

２
学
期

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・
聞 書 読

【知識・技能】 ・言葉には，文化の継承，
発展，創造を支える働きがあることを理解
している。
  ・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字
を書き，文や文章の中で使っている。
【思考・判断・表現】　・「読むこと」に
おいて，文章の種類を踏まえて，内容や構
成，展開などについて叙述を基に的確に捉
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】進んで日
本独特の桜に対する感性について理解を深
め，学習課題に沿って本文や引用歌の考察
を踏まえながら筆者の桜への思いを整理し
ようとしている。

○ ○ ○

○

○

○

8

○

1

【知識及び技能】
・言葉には，文化の継承，発展，創造を支
える働きがあることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，作品や文章に表
れているものの見方，感じ方，考え方を捉
え，内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで自分のものの見方，感じ方，考え
方を深め，学習課題に沿って，「うつくし
きもの」に共通する特徴を捉え，古今異義
語について考えようとしている。

○

○

6

1

○

○

○

○

7

大田桜台

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

言語文化

配当
時数

（１組：柳原嘉文）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使っている。

国語 言語文化 2

（２組：柳原嘉文） （３組：柳原嘉文） （４組：青柳息吹） （５組：青柳息吹）

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して国語で的確に理解し効果的に表現する資質・
能力を育成することを目指す。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

態
領域

評価規準

言語文化国語

○

○

○

知

東京書籍　新編言語文化

国語

「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の各領域において社会生活における他者との関わり伝
え合う力を高め自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言葉を通じて積極的に他者と関わったり、思いや考えを考えを深めたりしながら言葉の持つ価値への認識
を磨きかつ効果的に使おうとしている。

5

思

○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○

○

【知識・技能】
・会話や行動の描写に着目して，登場人物
の心情とその変化を読み取っている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において，文章の種類を踏
まえて，内容や構成，展開などについて叙
述を基に的確に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
進んで本文に描かれた出来事や会話，行動
の描写を捉え，学習課題に沿って，登場人
物の心情とその変化を読み取り，主題につ
いて考えようとしている。

○○

○

「とんかつ」　三浦哲郎
【知識及び技能】
・会話や行動の描写に着目して，
登場人物の心情とその変化を読み
取ること。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の
種類を踏まえて，内容や構成，展
開などについて叙述を基に的確に
捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで本文に描かれた出来事や会
話，行動の描写を捉え，学習課題
に沿って，登場人物の心情とその
変化を読み取り，主題について考
えようとすること。

・会話や行動の描写に着目して，
登場人物の心情とその変化を読み
取る。
・漢字・意味調べプリント

「枕草子」うつくしきもの　清少
納言
【知識及び技能】
・言葉には，文化の継承，発展，
創造を支える働きがあることを理
解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，作品や
文章に表れているものの見方，感
じ方，考え方を捉え，内容を解釈
すること。
【学びに向かう力、人間性等】
・進んで自分のものの見方，感じ
方，考え方を深め，学習課題に
沿って，「うつくしきもの」に共
通する特徴を捉え，古今異義語に
ついて考えようとすること。

・作品の内容を自分と関係づけな
がら，ものの見方，感じ方，考え
方を深める、動詞の働きについて
学ぶ。
・動詞プリント
・一人１台端末の活用　等

○

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けると共に，我が国の言語文化に対
する理解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で
伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

「児のそら寝」宇治拾遺物語
【知識及び技能】
　・言葉には，文化の継承，発
展，創造を支える働きがあること
を理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・言葉には，文化の継承，発展，
創造を支える働きがあることを理
解すること。
【学びに向かう力、人間性等】
・進んで日本独特の桜に対する感
性について理解を深め，学習課題
に沿って本文や引用歌の考察を踏
まえながら筆者の桜への思いを整
理しようとすること。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

【知識・技能】
　・言葉には，文化の継承，発展，創造を
支える働きがあることを理解している。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，展開などについて叙述
を基に的確に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
進んで歴史的仮名遣いについて理解し，学
習課題に沿って説話のおもしろさを読み取
ろうとしている

○ ○

１
学
期

「さくらさくらさくら」
【知識及び技能】
　・言葉には，文化の継承，発
展，創造を支える働きがあること
を理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の
種類を踏まえて，内容や構成，展
開などについて叙述を基に的確に
捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
・進んで日本独特の桜に対する感
性について理解を深め，学習課題
に沿って本文や引用歌の考察を踏
まえながら筆者の桜への思いを整
理しようとすること。

・引用歌や体験談に注意しながら
日本独特の桜に対する感性への理
解を深める。
・現代の言語文化に息づいている
古典の常識について興味を持つ。
・ワークシート

・歴史的仮名遣いについて理解
し，説話のおもしろさを読み取
る。
・問題集・プリント・古文単語テ
スト

○

○

定期考査

定期考査



13○ ○

【知識及び技能】
・言葉には，文化の継承，発展，創造を支
える働きがあることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において， 作品の内容や解
釈を踏まえ，自分のものの見方，感じ方，
考え方を深め，我が国の言語文化について
自分の考えをもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
進んで描かれている内容についての見解を
まとめ，学習課題に沿って，発表や討論を
通じて得た他の意見も踏まえながら，考え
を深めようとしている。

２
学
期

○

○○

「羅生門」芥川龍之介
【知識及び技能】
・言葉には，文化の継承，発展，
創造を支える働きがあることを理
解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において， 作品
の内容や解釈を踏まえ，自分のも
のの見方，感じ方，考え方を深
め，我が国の言語文化について自
分の考えをもつこと。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで描かれている内容について
の見解をまとめ，学習課題に沿っ
て，発表や討論を通じて得た他の
意見も踏まえながら，考えを深め
ようとすること。

・極限状態にある登場人物の心情
の変化を，場面の展開に即して読
み取り，主題を考える。
・漢字・意味調べプリント
・一人１台端末の活用

○ ○

1○ ○

「デューク」江國香織
【知識及び技能】
・文章の意味は，文脈の中で形成
されることを理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の
種類を踏まえて，内容や構成，展
開などについて叙述を基に的確に
捉えること。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで文章の構成や展開，表現の
特色などを理解し，学習課題に
沿って，主人公の心情の変化を読
み取り，表現に注意して話の展開
を捉えようとすること。

・主人公の心情の変化を読み取
り，細かい表現に注意して話の展
開を捉える。
・漢字と意味調べプリント
・一人１台端末の活用

訓読の基本
【知識及び技能】
・言葉には，文化の継承，発展，
創造を支える働きがあることを理
解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，内容や構成，展開
などについて叙述を基に的確に捉
えること。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで漢文の特色や訓読のきまり
を理解し，見通しを持って，古典
を学ぶ意味について考えを持とう
とすること。

・漢文の特色を知り，訓読のきま
りを理解するとともに，格言に親

しむ。
・漢和辞典の使い方を知り，漢字
の読みと意味の関係について理解

する。
・一人１台端末の活用・プリント

【知識及び技能】
・古典の世界に親しむために，古典を読む
ために必要な文語のきまりや訓読のきま
り，古典特有の表現などについて理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，作品や文章に表
れているものの見方，感じ方，考え方を捉
え，内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
進んでコミュニケーションツールとしての
和歌の役割について理解し，学習課題に
沿って，和歌を書き換えようとしている。

【知識及び技能】
・文章の意味は，文脈の中で形成されるこ
とを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，文章の種類を踏
まえて，内容や構成，展開などについて叙
述を基に的確に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
進んで文章の構成や展開，表現の特色など
を理解し，学習課題に沿って，主人公の心
情の変化を読み取り，表現に注意して話の
展開を捉えようとしている。

【知識及び技能】
・言葉には，文化の継承，発展，創造を支
える働きがあることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，展開などについて叙述
を基に的確に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
進んで漢文の特色や訓読のきまりを理解
し，見通しを持って，古典を学ぶ意味につ
いて考えを持とうとしている。

13

6○ ○ ○

定期考査

○ ○ ○

定期考査 1○ ○

○ ○ ○

「伊勢物語」　芥川
【知識及び技能】
・古典の世界に親しむために，古
典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまり，古典特有の表
現などについて理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において，作品や
文章に表れているものの見方，感
じ方，考え方を捉え，内容を解釈
すること。
【学びに向かう力、人間性等】
進んでコミュニケーションツール
としての和歌の役割について理解
し，学習課題に沿って，和歌を書
き換えようとすること。

・歌物語に描かれている内容を，
叙述を基に的確に捉える。
・動詞プリント
・一人１台端末の活用　等

定期考査

○

合計

70

1

7○ ○ ○ ○

○ ○

○

３
学
期

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

大田桜台

①生徒会予算をどう分配するか
②意見が分かれたときにどう決め
るか
③民主政治の歴史
④日本国憲法の三つの原理
⑤基本的人権の尊重　平等・自
由・義務
⑥大学入試と男女差別
⑦なぜ女性医師が日本では少ない
のか
⑧表現の自由とヘイトスピーチ

【知識・技能】
社会契約説，自然権，三権分立など民主政治
の重要概念を理解している。

【思考・判断・表現】
人権に関する諸問題解決のための施策につい
て考え、表現することができている。

【主体的に学習に取り組む態度】
民主政治や人権にを重要視し、それらに関し
た問題解決のために深く考える姿勢・態度を
身に付けようと努力している。

○ ○

①功利主義と義務論
②水俣病を考える
③地球温暖化問題
④誰が医療を支えるのか

【知識・技能】
選択・判断の手がかりとして功利主義，義務
論などの考え方について理解している。
　
【思考・判断・表現】
社会現象や政策判断を，功利主義，義務論の
考え方に基づき表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
学習した内容を自らの倫理観，過去の行為に
照らし合わせて考えている。

○ 〇

8

定期考査 ○

〇 ○ ○ 4

配当
時数

１
学
期

A 単元「公共の扉　公共と人」
【知識及び技能】
自分自身が公共的空間の主体とな
り，自分のキャリア形成とともによ
りよい社会の形成に結びつくことに
ついて理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
地域社会などのさまざまな集団の一
員として生き，他者との協働により
当事者として国家・社会などの公共
的空間を作る存在であることにうい
て多面的・多角的に考察し，表現さ
せる。

【学びに向かう力、人間性等】
よりよい社会の実現を視野に現代の
諸課題を主体的に解決しようとする
態度を養うとともに，公共的空間に
生きる人間としてのあり方生き方に
ついて自覚を深めさせる。

①人は一人では生きられない
②人はどのようにつながるのか
③自由と正義の実現を目指して
④対話から生まれる公共
⑤日本の公共思想

【知識・技能】
自分自身が公共的空間の主体となり，自分の
キャリア形成とともによりよい社会の形成に
結びつくことについて理解している。

【思考・判断・表現】
地域社会などのさまざまな集団の一員として
生き，他者との協働により当事者として国
家・社会などの公共的空間を作る存在である
ことにういて多面的・多角的に考察し，表現
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を
主体的に解決しようとする態度を養うととも
に，公共的空間に生きる人間としてのあり方
生き方について自覚を深めている。

〇 ○ ○ 5

B 単元「公共の扉　公共と倫理」
【知識及び技能】
選択・判断の手がかりとして功利主
義，義務論などの考え方について理
解させる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
社会現象や政策判断を，功利主義，
義務論の考え方に基づき表現させ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
学習した内容を自らの倫理観，過去
の行為に照らし合わせて考えさせ
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

C 単元「公共の扉　公共の基本原
理」
【知識及び技能】
社会契約説，自然権，三権分立など
民主政治の重要概念を理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
人権に関する諸問題解決のための施
策について考えさせる。

【学びに向かう力、人間性等】
民主政治や人権にを重要視し、それ
らに関した問題解決のために深く考
える姿勢・態度を育てる。

○

考察・選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解する。また、諸資料から、必要な情報
を調べまとめる技能を身に付ける。

（5組：石橋　　）

主体的，対話的な授業を通し，生徒が社会参画
者であることの自覚を深める

【学びに向かう力、人間性等】

公民 公共

（1組：石橋　　） （2組：石橋　　） （3組：石橋　　） （4組：石橋　　）

公民 公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代社会の諸課題についての基本的な知識を身
につける

現代社会の諸課題の解決のために主体的に考え
判断する能力を身に付ける

高等学校　公共　(教育図書)

公民

現実社会の諸課題の解決に向けて、事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や、構想したこと
を議論する力を養う

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養う。また、各国が相互に
主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】



E 単元「現代社会の諸課題　政治」
【知識及び技能】
現代の政治システムの下で活動する
ために必要な知識，技能を身につけ
させる。

【思考力、判断力、表現力等】
政治を関連させ，自立した主体とし
て解決が求められる具体的な主題を
設定し，その主題解決に向けて事実
を基に協働して考察したり構想した
りしたことを論拠をもって表現させ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
よりよい社会の実現を視野に現代の
諸課題を主体的に解決しようとする
態度を養うとともに，公共的空間に
生きる人間としてのあり方生き方に
ついて自覚を深めさせる。

①選挙と政治参加
②公正な世論の形成
③日本の若者の投票率はなぜ低い
のか？
④国会と内閣
⑤地方自治
⑥「国民投票」は本当にベストな
方法か？
⑦国家主権と領土
⑧国家なき民族，クルド人は独立
国家を目指すべきか？
⑨紛争解決のために国際法は有効
なのか？
⑩安全保障と防衛
⑪21世紀の世界情勢
⑫憲法9条と日本の安全保障をどう
両立させるか？
⑬「平和」と「安全保障」はどう
違うのだろう？
⑭国際社会と日本
⑮SDGｓと私たちの生活はどう関係
しているんだろう？

【知識・技能】
現代の政治システムの下で活動するために必
要な知識，技能が身についている。。

【思考・判断・表現】
政治を関連させ，自立した主体として解決が
求められる具体的な主題を設定し，その主題
解決に向けて事実を基に協働して考察したり
構想したりしたことを論拠をもって表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を
主体的に解決しようとする態度を養うととも
に，公共的空間に生きる人間としてのあり方
生き方について自覚を深めようとしている。

〇 〇

定期考査
○ ○

〇 15

定期テスト
〇 〇 〇 1

○ 1

D 単元「現代社会の諸課題　法」
【知識及び技能】
法の下で活動するために必要な知
識，技能を身につけさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
法を関連させ，自立した主体として
解決が求められる具体的な主題を設
定し，その主題解決に向けて事実を
基に協働して考察したり構想したり
したことを論拠をもって表現させ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
よりよい社会の実現を視野に現代の
諸課題を主体的に解決しようとする
態度を養うとともに，公共的空間に
生きる人間としてのあり方生き方に
ついて自覚を深めさせる。

①法と社会
②「忘れられる権利」は認められ
るべきか？
③男女平等は法で実現できるか？
④多様な契約
⑤消費者の権利と責任
⑥なぜ未成年は自由に契約できな
いのか？
⑦消費者はどのように保護されて
いるのか？
⑧日本の司法制度
⑨国民の司法参加
⑩刑事裁判と民事裁判の違いは何
だろう？
⑪なぜ疑わしいときは被告人の利
益とすべきか？

【知識・技能】
法の下で活動するために必要な知識，技能が
身についている。

【思考・判断・表現】
法を関連させ，自立した主体として解決が求
められる具体的な主題を設定し，その主題解
決に向けて事実を基に協働して考察したり構
想したりしたことを論拠をもって表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を
主体的に解決しようとする態度を養うととも
に，公共的空間に生きる人間としてのあり方
生き方について自覚を深めようとしている。

○ ○ ○ 11

１
学
期

定期考査
〇 〇 〇 1２

学
期

F 単元「現代社会の諸課題　経済
１」
【知識及び技能】
現代の資本主義経済システムの下で
活動するために必要な知識，技能を
身につけさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
経済を関連させ，自立した主体とし
て解決が求められる具体的な主題を
設定し，その主題解決に向けて事実
を基に協働して考察したり構想した
りしたことを論拠をもって表現させ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
よりよい社会の実現を視野に現代の
諸課題を主体的に解決しようとする
態度を養うとともに，公共的空間に
生きる人間としてのあり方生き方に
ついて自覚を深めさせる。

①職業選択
②AIの進化は仕事をどう変える
か？
都会で働くか，地方で働くか？
③雇用と労働
④労働者の権利
⑤メンバーシップ型かジョブ型
か？
⑥財政支出削減のため水道を民営
化すべきか？
⑦格差是正のために課税すべき
か？
⑧少子化と社会保障
⑨小学校・中学校に給食は必要
か？

【知識・技能】
現代の資本主義経済システムの下で活動する
ために必要な知識，技能が身についてい
る。。

【思考・判断・表現】
経済を関連させ，自立した主体として解決が
求められる具体的な主題を設定し，その主題
解決に向けて事実を基に協働して考察したり
構想したりしたことを論拠をもって表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を
主体的に解決しようとする態度を養うととも
に，公共的空間に生きる人間としてのあり方
生き方について自覚を深めようとしている。

〇 〇 〇 10



H 単元「現代社会の諸課題　情報」
【知識及び技能】
社会や公共を考えるうえでのメディ
アの重要性を理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
社会に生きる人間の多様性と，ネッ
ト空間の閉鎖性を理解し，ネットを
公共的空間にするための方策につい
て考えさせる。

【学びに向かう力、人間性等】
よりよい社会の実現を視野に現代の
諸課題を主体的に解決しようとする
態度を養うとともに，公共的空間に
生きる人間としてのあり方生き方に
ついて自覚を深めさせる。

①つながりっぱなしの私
②インターネットは公共圏か？
③災害時の情報発信と受信

【知識・技能】
社会や公共を考えるうえでのメディアの重要
性を理解している。

【思考・判断・表現】
社会に生きる人間の多様性と，ネット空間の
閉鎖性を理解し，ネットを公共的空間にする
ための方策について考え、表現することがで
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を
主体的に解決しようとする態度を養うととも
に，公共的空間に生きる人間としてのあり方
生き方について自覚を深めようとしている。

〇 〇

G 単元「現代社会の諸課題　経済
２」
【知識及び技能】
現代の資本主義経済システムの下で
活動するために必要な知識，技能を
身につけさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
経済を関連させ，自立した主体とし
て解決が求められる具体的な主題を
設定し，その主題解決に向けて事実
を基に協働して考察したり構想した
りしたことを論拠をもって表現させ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
よりよい社会の実現を視野に現代の
諸課題を主体的に解決しようとする
態度を養うとともに，公共的空間に
生きる人間としてのあり方生き方に
ついて自覚を深めさせる。

⑩安定した「年金暮らし」は可能
か？
⑪市場経済の役割と限界
⑫コンサートチケットの不正転売
は防げるか？
⑬あなたの街に「民泊」は必要
か？
⑭金融のはたらき
⑮日本銀行と金融政策
⑯投資家にとって「よい企業」と
は
⑰格差是正と多文化主義
⑱私たちにできる「最善」は何
か？
⑲コメは国産にこだわるべきか

〇 3

定期テスト

〇 〇 〇

1

合計

70

【知識・技能】
現代の資本主義経済システムの下で活動する
ために必要な知識，技能が身についてい
る。。

【思考・判断・表現】
経済を関連させ，自立した主体として解決が
求められる具体的な主題を設定し，その主題
解決に向けて事実を基に協働して考察したり
構想したりしたことを論拠をもって表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を
主体的に解決しようとする態度を養うととも
に，公共的空間に生きる人間としてのあり方
生き方について自覚を深めようとしている。

〇 〇 〇 9

３
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

定期考査
○ ○

・指導事項
７．実数
８．根号を含む式の計算
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①有理数と無理数の違い，および実数について理
解することができる。
②平方根を含む式の計算ができる。
③不等式の性質，1次不等式の解法を理解し，1次
不等式を解くことができる。
【思考・判断・表現】
①分数が有限小数や循環小数で表される仕組みを
考察できる。
②身近な問題に対し，適切に変数を定め，1次不
等式で表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①循環小数を分数で表す方法に興味・関心をも
つ。
②不等式の性質から，1次不等式の解法を考察し
ようとする。

○ ○ ○ 4

配当
時数

１
学
期

第１章　数と式
第１節　数と式
【知識及び技能】
①ある文字に着目して，多項式を降べ
きの順に整理することができる。
②指数法則を理解し，計算に用いるこ
とができる。分配法則を用いて，式を
展開することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①複雑な式の展開について，式の工夫
の仕方を判断して式を展開することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
①式の特徴に着目して複雑な式の因数
分解に取り組もうとする。

・指導事項
１．多項式
２．多項式の加法・減法・乗法
３．展開の公式
４．式の展開の工夫
５．因数分解
６．いろいろな因数分解
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①同類項をまとめて，多項式を降べきの順に整理
することができる。また、ある文字に着目して，
多項式を降べきの順に整理することができる。
②二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深
めることができる。
【思考・判断・表現】
①問題を解決するためにすでに学習した計算の方
法と関連付けて、式を多面的にとらえたり目的に
応じて適切に変形したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①単項式，多項式とその整理の仕方に関心をも
ち，考察しようとする。

○ ○ ○ 9

第１章　数と式
第２節　実数
【知識及び技能】
①数を実数まで拡張する意義を理解
し、簡単な無理数の氏族計算ができる
ようになる。
②不等式の解の意味や不等式の性質に
ついて理解し、一次不等式の解を求め
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①不等式の性質をもとに一次不等式を
解く方法を考察することができる。
②日常の事象や社会の事象などを数学
的に捉え、一次不等式を問題解決に活
用することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①今まで学習してきた数の体系につい
て整理し，考察しようとする態度を養
う。
②身近な問題を，1次不等式を用いて
解決しようとする態度を養う。

1

第１章　数と式
第２節　実数
【知識及び技能】
①数を実数まで拡張する意義を理解
し、簡単な無理数の氏族計算ができる
ようになる。
②不等式の解の意味や不等式の性質に
ついて理解し、一次不等式の解を求め
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①不等式の性質をもとに一次不等式を
解く方法を考察することができる。
②日常の事象や社会の事象などを数学
的に捉え、一次不等式を問題解決に活
用することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①今まで学習してきた数の体系につい
て整理し，考察しようとする態度を養
う。
②身近な問題を，1次不等式を用いて
解決しようとする態度を養う。

・指導事項
９．不等式
10．不等式の性質
11．1次不等式の解き方
12．連立不等式
13．不等式の利用
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①有理数と無理数の違い，および実数について理
解することができる。
②平方根を含む式の計算ができる。
③不等式の性質，1次不等式の解法を理解し，1次
不等式を解くことができる。
【思考・判断・表現】
①分数が有限小数や循環小数で表される仕組みを
考察できる。
②身近な問題に対し，適切に変数を定め，1次不
等式で表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①循環小数を分数で表す方法に興味・関心をも
つ。
②不等式の性質から，1次不等式の解法を考察し
ようとする。

○ ○ ○ 6

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析
についての基本的な概念や原理・法則を体系的
に理解するとともに，事象を数学化したり，数
学的に解釈したり，数学的に表現・処理したり
する技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的に
みたり目的に応じて適切に変形したりする力，
図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質
や計量について論理的に考察し表現する力，関
数関係に着目し，事象を的確に表現してその特
徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察す
る力，社会の事象などから設定した問題につい
て，データの散らばりや変量間の関係などに着
目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題
を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考えを数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度、問題解決の課程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性
の基礎を養う。

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

最新数学Ⅰ　数研出版

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈
したり、数学的に表現・処理したりする技能を身につけようとする。

【思考力、判断力、表現力等】
数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察
する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

望月梨衣

大田桜台 数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 2



1
定期考査

○ ○

２
学
期

〇 〇 8

第４章　図形と計量
第１節　三角比
【知識及び技能】
①鋭角の三角比の意味と相互関係につ
いて理解することができる。
②三角比を鈍角まで拡張する意義を理
解し、鋭角の三角比の値を用いて鈍角
の三角比の値を求める方法を理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①図形の構成要素間の関係を三角比を
用いて表現するとともに、相互関係な
どの定理や公式として導くことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
①日常の事象や社会の事象などを数学
的にとらえ，三角比を活用して問題を
解決する力を身につける。
②三角比の相互関係を調べようとす
る。

・指導事項
１．鋭角の三角比
２．三角比の利用
３．三角比の相互関係
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①三角比は，直角三角形の辺の比であることを理
解している。
②三角比を使って，距離や高さを求めることがで
きる。
③三角比の相互関係を用いて，三角比の1つの値
から残り2つの三角比の値を求めることができ
る。
【思考・判断・表現】
①三角比の値が角の大きさによって定まることを
理解している。
②直接測ることのできない距離などの求め方を考
えようとし，具体的な事象を三角比の問題として
見ることができる。
③座標を用いた鈍角の三角比の定義を理解してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
①直接測ることのできない距離などの求め方を考
えようとし，具体的な事象を三角比の問題として
見ることができる。
②三角比の相互関係が鋭角、鈍角のどちらのとき
も成り立つことを調べようとする。

〇 〇 〇 5

第３章　２次関数
第２節　２次方程式と２次不等式
【知識及び技能】
①2次方程式の解と二次関数のグラフ
との関係性について理解することがで
きる。
②2次不等式の解と二次関数のグラフ
との関係について理解し、二次関数の
グラフを用いて二次不等式の解を求め
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①二つの数量の関係に着目し、日常の
事象や社会の事象などを数学的に捉
え、問題を解決したり、解決の過程を
振り返って事象の数学的な特徴やほか
の事象との関係を考察することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
①2次方程式を因数分解や解の公式を
利用して積極的に解こうとすることが
できる。
②2次関数のグラフを利用して，2次不
等式を解こうとすることができる。

・指導事項
10．2次方程式
11．2次関数のグラフとx軸の共有
点
12．2次不等式
13．2次不等式の利用
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①因数分解、解の公式を用いて，2次方程式を解
くことができる。
②2次関数のグラフを利用して，2次不等式を解く
方法を理解し，2次不等式を解くことができる。
【思考・判断・表現】
①2次方程式が実数解や重解をもつための条件を
式で示すことができる。
②2次関数のグラフとx軸の共有点の個数や位置関
係を，D=b^2-4acの値から考察できる。
③2次関数のグラフ，2次方程式，2次不等式を関
連づけて考えられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①2次方程式がどんな場合でも解けるように，解
の公式を得て，それを積極的に利用しようとす
る。
②身近な問題を，2次方程式や2次不等式を用いて
解決しようとする。

〇

〇 13

定期考査
○ ○ 1

第３章　２次関数
第１節　２次関数とグラフ
【知識及び技能】
①二次関数の値の変化やグラフの特徴
について理解することができる。
②二次関数の最大値や最小値を求める
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①二次関数の式とグラフとの関係につ
いて、コンピュータなどの情報機器を
用いてグラフを書く等の活動を通して
多面的に考察することができる
【学びに向かう力、人間性等】
①平行移動した二次関数のグラフを書
こうとすることができる。
②2次関数が最大値または最小値をも
つことを，グラフを使って，理解しよ
うとすることができる。

・指導事項
１．関数
２．関数とグラフ
３．       のグラフ
４．         のグラフ
５．            のグラフ
６．                のグラフ
７．               のグラフ
８．2次関数の最大・最小
９．2次関数の決定
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①xの関数yが与えられたとき，xの値に対するyの
値を求めることができる。
②y=ax^2+bx+cをy=a(x-p)^2+qの形に変形し，そ
のグラフをかくことができる。
③2次関数の最大値，最小値を求めることができ
る。
【思考・判断・表現】
①関数を表，式，グラフによって考察することが
できる。
②2次関数のグラフの平行移動は，頂点の移動を
考察すればよいことを理解している。
③2次関数の決定において，適した2次関数の式の
形を使うことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①関数が与えられたとき，そのグラフをかこうと
する。
②身近な問題を，2次関数の最大・最小の考えを
活用して解決しようとする。

〇 〇
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定期考査
○ ○ 1

第２章　集合と命題
【知識及び技能】
①集合と命題に関する基本的な概念を
理解することができる。
②命題の真偽を，集合や反例などを用
いて判定することができる。また、命
題とその対偶の真偽が一致することを
理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①集合の考えを用いて論理的に考察
し、簡単な命題を証明することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
①条件を満たすものの集合の包含関係
が，命題の真偽に関連していることに
着目し，命題について調べようとする
態度を養う。

・指導事項
１．集合と部分集合
２．共通部分，和集合，補集合
３．命題と集合
４．命題と証明
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①真である命題の逆は，真であるとは限らないこ
とを理解している。
②必要条件，十分条件の意味を理解している。
③対偶や背理法を用いて証明することができる。
【思考・判断・表現】
①ベン図などを用いて，集合を視覚的に表現して
考察することができる。
②命題の真偽を，集合の包含関係に結び付けてと
らえることによって考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①集合について，それぞれの特徴や関係に合った
表現方法を考察しようとする。
②直接証明法では難しい命題も，対偶や背理法を
用いれば証明できることに興味・関心をもつ。

○ ○ ○

１
学
期

𝑦 = 𝑎𝑥2

𝑦 = 𝑎𝑥2+q
𝑦 = 𝑎(𝑥 − 𝑝)2

𝑦 = 𝑎(𝑥 − 𝑝)2+𝑞
𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐



合計

70

6

定期考査

〇 〇 1

第５章　データの分析
【知識及び技能】
①分散、標準偏差、散布図及び相関係
数の意味やその用い方を理解すること
ができる。
②コンピュータなどの情報機器を用い
て、データを表やグラフに整理した
り、分散や標準偏差などの基本的な統
計量を求めたりすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①データの散らばり具合や傾向を数値
化する方法を考察することができる。
②目的に応じて複数の種類のデータを
収集し、適切な統計量やグラフ、手法
などを選択して分析を行い、データの
傾向を把握して事象の特徴を表現する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①データを整理して全体の傾向を考察
しようとすることができる。
②問題の解決や改善を図るために，現
状のデータの分布を望ましいと考える
方向に変えるための条件や改善策を，
コンピュータなどの情報機器を積極的
に用いるなどして探ろうとする。

・指導事項
１．データの整理
２．データの代表値
３．データの散らばり
４．データの相関
５．相関係数
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①平均値や最頻値，中央値の定義や意味を理解
し，それらを求めることができる。
②データの分布と箱ひげ図の関係について理解
し、箱ひげ図をかくことができる。
③分散，標準偏差に関する公式を用いて，これら
を求めることができる。
【思考・判断・表現】
①データの分布の仕方によっては，代表値として
平均値を用いることが必ずしも適切ではないこと
を理解している。
②データの中のある値が外れ値であるかどうかを
考察できる。
③相関関係の大きさを数値化する方法を考察しよ
うとする。
【主体的に学習に取り組む態度】
①身近な統計における代表値の意味について考察
しようとする。
②データの散らばり具合をどのように数値化する
かを考察しようとする。
③相関と因果関係について，興味・関心をもつ。

〇 〇 〇

・指導事項
６．正弦定理
７．余弦定理
８．三角形の面積
９．図形の計量
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①正弦定理や余弦定理を用いて三角形の辺の長さ
や外接円の半径、角の大きさを求めることができ
る。
②2辺の長さとその間の角の大きさが与えられた
三角形の面積を求めることができる。
③四角形を対角線で2つの三角形に分割して，面
積を求めることができる。
【思考・判断・表現】
①条件に合わせて三角形の辺の長さや角の大き
さ、面積を求めるための解法への課程を考察する
ことができる。
②正弦定理や余弦定理を用いて，身近な測量問題
が解決できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①正弦定理や余弦定理、三角形の面積の公式の図
形的意味を考察する。
②日常の事象や社会の事象などに正弦定理や余弦
定理を活用しようとする。

〇 〇 〇 4

３
学
期

第４章　図形と計量
第１節　三角比
【知識及び技能】
①鋭角の三角比の意味と相互関係につ
いて理解することができる。
②三角比を鈍角まで拡張する意義を理
解し、鋭角の三角比の値を用いて鈍角
の三角比の値を求める方法を理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①図形の構成要素間の関係を三角比を
用いて表現するとともに、相互関係な
どの定理や公式として導くことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
①日常の事象や社会の事象などを数学
的にとらえ，三角比を活用して問題を
解決する力を身につける。
②三角比の相互関係を調べようとす
る。

・指導事項
４．三角比の拡張
５．三角比が与えられたときの角
・教材
教科書・問題集・プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
①三角比は，直角三角形の辺の比であることを理
解している。
②三角比を使って，距離や高さを求めることがで
きる。
③三角比の相互関係を用いて，三角比の1つの値
から残り2つの三角比の値を求めることができ
る。
【思考・判断・表現】
①三角比の値が角の大きさによって定まることを
理解している。
②直接測ることのできない距離などの求め方を考
えようとし，具体的な事象を三角比の問題として
見ることができる。
③座標を用いた鈍角の三角比の定義を理解してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
①直接測ることのできない距離などの求め方を考
えようとし，具体的な事象を三角比の問題として
見ることができる。
②三角比の相互関係が鋭角、鈍角のどちらのとき
も成り立つことを調べようとする。

〇 〇 〇 3

第４章　図形と計量
第２節　正弦定理・余弦定理
【知識及び技能】
①正弦定理や余弦定理について三角形
の決定条件や三平方の定理と関係付け
て理解し、三角形の辺の長さや外接円
の半径、三角形の角の大きさ、面積な
どを求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①図形の構成要素間の関係に着目し、
日常の事象や社会の事象などを数学的
に捉え、問題を解決したり、解決の課
程を振り返って事象の数学的な特徴や
他の事象との関係を考察したりするこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①正弦定理と余弦定理の図形的意味を
考察し、活用しようとすることができ
る。
②日常の事象や社会の事象などに正弦
定理や余弦定理を活用しようとするこ
とができる。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

大田桜台

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査 ○

○ ○ ○ 12

1

・金属のさびとその防止
・プラスチックとその性質
・プラスチックの成り立ち
・さまざまなプラスチック
・資源の再利用
・教科書、ワーク、一人１台端末
の活用

【知識・技能】
　プラスチックの種類がわかる。プラスチッ
クの製法や性質を理解している。
【思考・判断・表現】
　熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂の性質の違い
から、身の回りのものがどちらに分類される
か適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習した内容を日常生活に結び付け、ごみ
の分別などにも応用しようとしている。

○ ○

1

C 生命の科学
【知識・技能】
眼の基本的な構造及び眼で受容した
光の情報が脳に伝えられて視覚が生
じることを理解することができる。
【思考・判断・表現】
盲斑や近点を検出する実験を通し
て，眼の構造を説明することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
ヒトの生命現象について，興味・関
心をもって意欲的に学習し，健康の
維持について科学的な観点から理解
しようとする。

・ヒトの生命現象と生活
・眼の構造と働きについて
・教科書、ワーク、一人１台端末
の活用

【知識・技能】
眼の基本的な構造及び眼で受容した光の情報
が脳に伝えられて視覚が生じることを理解し
ている。
【思考・判断・表現】
盲斑や近点を検出する実験を通して，眼の構
造を適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
ヒトの生命現象について，興味・関心をもっ
て意欲的に学習し，健康の維持について科学
的な観点から日常生活に結び付けようとして
いる。

○ ○ ○

定期考査
○ ○

配当
時数

１
学
期

A 科学と技術の発展
【知識及び技能】
科学技術はさまざまな努力によって
築き上げられたものであること，お
よび人間生活を豊かにするが使い方
を誤ると人類の将来だけでなく地球
全体にも大きな影響を及ぼすことに
もなることを理解することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
現代の科学技術について歴史的な経
緯を踏まえ，人間と科学技術の関係
における問題点を考えて，将来に向
けての展望を持つとともに，それを
表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
科学の発展の歴史に興味をもち，人
間生活を支える技術が科学とどのよ
うに関わり合って発展してきたか，
意欲的に学習できる。

・科学の発展の歴史
・現代の科学技術について歴史的
な経緯
・教科書、ワーク、一人１台端末
の活用

【知識及び技能】
科学技術はさまざまな努力によって築き上げ
られたものであること，および人間生活を豊
かにするが使い方を誤ると人類の将来だけで
なく地球全体にも大きな影響を及ぼすことに
もなることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
現代の科学技術について歴史的な経緯を踏ま
え，人間と科学技術の関係における問題点を
考えて，将来に向けての展望を持つととも
に，それを表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
科学の発展の歴史に興味をもち，人間生活を
支える技術が科学とどのように関わり合って
発展してきたか，意欲的に学習しようとす
る。

○ ○ ○ 2

B 物質の科学
【知識・技能】
代表的な金属の元素記号が書け、
めっきの種類や合金の種類を理解で
きる。
【思考・判断・表現】
めっきや合金の生成について実験を
通じて観察し記録できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習した内容を日常生活に結び付け
て考えることができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

B 物質の科学
【知識及び技能】
　身の回りのプラスチックについて
ついてその種類や資源の再利用につ
いて理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂の性質
の違いから、身の回りのものがどち
らに分類されるか説明できる。。
【学びに向かう力、人間性等】
　学習した内容を日常生活に結び付
け、ごみの分別などにも応用するこ
とができる。

○

・金属と人間生活
・身の回りの金属と精錬
・教科書、ワーク、一人１台端末
の活用

【知識・技能】
代表的な金属の元素記号が書けるようにな
り、めっきの種類や合金の種類を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
めっきや合金の生成について実験を通じて観
察し記録している。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習した内容を日常生活に結び付けて自らの
学習を調整しようとしている。

○

12

自然の事物・現象を探求するために必要な観察・実験などに関する知識・技能を育成する。

（５組：田中春菜）

自然の事物・現象に進んでかかわり，科学的に
探究しようとする態度が養われており、自然の
原理・法則や科学技術の発展と人間生活とのか
かわりについて社会が発展するための基盤とな
る科学に対する興味・関心を高めている。

【学びに向かう力、人間性等】

理科

（１組：高橋慎博） （２組：田中春菜） （３組：田中春菜） （４組：高橋慎博）

理科 科学と人間生活 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自然と人間生活とのかかわりおよび科学技術と
人間生活とのかかわりについて理解していると
ともに，科学的に探究するために必要な観察・
実験などに関する技能を身に付けている。

人間生活と関連のある自然の事物や現象の中に
問題を見出し，実験・観察・調査などを行うと
ともに，ものごとを実証的・論理的に考察した
り分析したりすることにより，それを表現する
ことができる。

科人702 「科学と人間生活」  実教出版

理科

理科の見方・考え方を働かせ、観察・実験などを行うことを通し、科学的に探究する能力と態度を育てる。

自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め、科学的な自然観を育成する。

科学と人間生活

【 知　識　及　び　技　能 】

科学と人間生活



○ ○ 1

合計
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定期考査
○ ○ 1

３
学
期

D 宇宙や地球の科学
【知識及び技能】
太陽と地球，月の運動を潮汐と定性
的に関連付けて理解できる。太陽放
射の受熱量の違いを大気の運動と関
連付けて理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
潮汐に関する資料から，干潮や満潮
のおおよその周期を見いだし，太
陽，月，地球の位置関係の変化や地
球の自転が潮汐に関わっていること
を表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な自然景観や自然災害に関心を
持ち，意欲的に調べることができ
る。自然景観の成因や自然災害の起
きる状況を理解し，災害リスクを減
らすための，科学的な見方・考え方
を身につけることができる。

・太陽や月などの身近な天体と太
陽系における地球
・地球を含む太陽系の天体
・日本の気象と気象災害
・教科書、ワーク、一人１台端末
の活用

【知識及び技能】
・太陽と地球，月の運動を潮汐と定性的に関
連付けて理解している。
・太陽放射の受熱量の違いを大気の運動と関
連付けて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・潮汐に関する資料から，干潮や満潮のおお
よその周期を見いだし，太陽，月，地球の位
置関係の変化や地球の自転が潮汐に関わって
いることを適切に表現している「。
【学びに向かう力、人間性等】
・身近な自然景観や自然災害に関心を持ち，
意欲的に調べるようとしている。
・自然景観の成因や自然災害の起きる状況を
理解し，災害リスクを減らすための，科学的
な見方・考え方を身につけている。

○ ○ ○ 10

E これからの科学と人間生活
【知識及び技能】
・課題研究から明らかにされた結果
や関連する事項を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・科学と人間生活に関する課題につ
いて具体例をあげ，その課題の研究
を通して今後の科学研究や人間生活
のあり方について考え，それを表現
しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・科学と人間生活の間に現在生まれ
ている新しい課題に関心を持ち，具
体例を考え，研究しようとする。

・科学と人間生活との新しい課題
・教科書、ワーク、一人１台端末
の活用

【知識及び技能】
課題研究から明らかにされた結果や関連する
事項を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
科学と人間生活に関する課題について具体例
をあげ，その課題の研究を通して今後の科学
研究や人間生活のあり方について考え，それ
を表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
科学と人間生活の間に現在生まれている新し
い課題に関心を持ち，具体例を考え，研究す
ることができる。

○ ○ ○ 2

定期考査

1

D 光や熱の科学
【知識・技能】
反射，屈折，回折や分散などの光の
波としての性質を理解している。電
磁波が日常生活で利用されているこ
とをできる。
【思考・判断・表現】
幾何光学的な方法によって，光の波
としての性質を表す観察・実験につ
いて，結果や考察を適切に表現する
ことができる。
身の回りの科学技術に利用されてい
る電磁波を論理的・実証的に分析，
考察し，総合的に判断することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自然界に見られる光の現象に関心を
持ち，意欲的に調べることができ
る。
電磁波に関わる科学技術が生活とど
のような関係を持つかに関心を持
ち，科学的な見方・考え方を身につ
けることができる。

・反射，屈折，回折
・電磁波とスペクトル
・身の回りの光の現象
・教科書、ワーク、一人１台端末
の活用

【知識・技能】
反射，屈折，回折や分散などの光の波として
の性質を理解している。電磁波が日常生活で
利用されていることを理解している。
【思考・判断・表現】
幾何光学的な方法によって，光の波としての
性質を表す観察・実験について，結果や考察
を適切に表現している。
身の回りの科学技術に利用されている電磁波
を論理的・実証的に分析，考察し，総合的に
判断している。
【主体的に学習に取り組む態度】
自然界に見られる光の現象に関心を持ち，意
欲的に調べようとしている。
電磁波に関わる科学技術が生活とどのような
関係を持つかに関心を持ち，科学的な見方・
考え方を身につけようとしている。

○ ○ ○ 14

C 生命の科学
【知識・技能】
すい臓から分泌されるホルモンの作
用により血糖濃度が調節される仕組
みを理解することができる。
抗体による生体防御の概要を理解す
ることができる。遺伝子の情報をも
とにタンパク質がつくられること，
タンパク質がヒトの生命現象に関与
していることを理解することができ
る。
【思考・判断・表現】
血糖濃度の調節について，グラフの
読み取りを通してホルモンの働きを
理解し，糖尿病と関連させて説明す
ることができる。DNAを模式的に示
した図から，DNAの構造の特徴を読
み取り，表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ヒトの生命現象について，興味・関
心をもって意欲的に学習し，健康の
維持について科学的な観点から理解
しようとする。

・血糖濃度やホルモンの分泌量の
変化
・抗体による免疫の概要
・DNAにおける塩基の相補性
・教科書、ワーク、一人１台端末
の活用

【知識・技能】
すい臓から分泌されるホルモンの作用により
血糖濃度が調節される仕組みを理解してい
る。
抗体による生体防御の概要を理解している。
遺伝子の情報をもとにタンパク質がつくられ
ること，タンパク質がヒトの生命現象に関与
していることを理解している。
【思考・判断・表現】
血糖濃度の調節について，グラフの読み取り
を通してホルモンの働きを理解し，糖尿病と
関連させて表現している。
DNAを模式的に示した図から，DNAの構造の特
徴を読み取り，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ヒトの生命現象について，興味・関心を
もって意欲的に学習し，健康の維持について
科学的な観点から理解しようとしている。

○

２
学
期

定期考査 ○ ○

○ 12○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：（　１～５組：　　後藤良宏、押元亜希子、茂呂真史、糸井謙　　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜
びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続するこ
とができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性
について理解するとともに、それらの技能を身に付けるよ
うにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて判断するとともに、自
己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

現代高等保健体育(大修館書店）

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

A 単元　陸上競技
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、
技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観
察の方法などを理解するとともに、各種目特
有の技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに、自己の考えたことを他者に伝え
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に自主的に取り組むとともに、勝敗
などを冷静に受け止め、ルールやマナーを大
切にしようとすること、自己の責任を果たそ
うとすること、一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとすることなどや、健

康・安全を確保すること。

指導事項
・短距離走
・スポーツテスト
一人１台端末の活用
・技能、技術習得のために適宜活用

【知識・技能】
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法な
どについて理解している。
・短距離走・リレーでは、中間走へのつなぎを滑らかにし
て速く走ることやバトンの受け渡しで次走者のスピードを
十分に高めることができる。
・長距離走では、自己に適したペースを維持して走ること
ができる。
【思考・判断・表現】
動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向
けて、運動の取り組み方工夫するとともに、自己の考えた
ことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
陸上競技に自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に
受け止め、ルールやマナーを大切にしようとすること、自
己の責任を果たそうとすること、一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしようすることなどをしたり、健康・
安全を確保したりしている。

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

9

○ ○ ○ 9

○○ ○

指導事項
・体ほぐし運動
・実生活に生かす運動の計画
一人１台端末の活用
・技能、技術習得のために適宜活用

【知識・技能】
運動を継続する意義、体の構造、運動の原則などについて
理解している。
【思考・判断・表現】
自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて、運動
の取り組み方工夫するとともに、自己の考えたことを他者
に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに助け合
い教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動きな
どを大切にしようとすること、話し合いに貢献しようとす
ることなどをしたり、健康・安全を確保したりすること。

大田桜台

指導事項
・クロール、平泳ぎ、背泳ぎ、バタフライの4
泳法
一人１台端末の活用
・技能、技術習得のために適宜活用

【知識・技能】
技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法など
について理解している。
【思考・判断・表現】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向
けて、運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け
止め、ルールやマナーを大切にしようとすること、自己の
責任を果たそうとすること、一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようすることなどをしたり、水泳の事故
防止に関する心得を遵守するなど健康・安全を確保したり
している。

B 単元　体つくり運動
【知識及び技能】
体を動かす楽しさや心地よさを味わい、運動
を継続する意義、体の構造、運動の原則など
を理解するとともに、健康の保持増進や体力
の向上を目指し、目的に適した運動の計画を
立て取り組むこと。
【思考力、判断力、表現力等】
自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。
【学びに向かう力、人間性等】
体つくり運動に自主的に取り組むとともに、
互いに助け合い教え合おうとすること、一人
一人の違いに応じた動きなどを大切にしよう
とすること，話合いに貢献しようとすること
などや、健康・安全を確保すること。

C 単元　水泳
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、
技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観
察の方法などを理解するとともに、効率的に
泳ぐこと。
【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに、自己の考えたことを他者に伝え
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
水泳に自主的に取り組むとともに，勝敗など
を冷静に受け止め、ルールやマナーを大切に
しようとすること、自己の責任を果たそうと
すること，一人一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとすることなどや、水泳の
事故防止に関する心得を遵守するなど健康・

安全を確保すること。

各種の運動の特性に応じた技能及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組
む，互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一
人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てると
ともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して
運動に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育
保健体育 体育

１
学
期

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】



合計
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E　単元　球技(ベースボール型)
【知識及び技能】
・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の
名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開すること。
・ベースボール型では、安定したバット操作
と走塁での攻撃、ボール操作と連携した守備
などによって攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、作戦など
についての話合いに貢献しようとすること、
一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること、互いに助け合い教え合お
うとすることなどや、健康・安全を確保する
こと。

指導事項
・ソフトボール
一人１台端末の活用
・技能、技術習得のために適宜活用

【知識・技能】
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法な
どについて理解している。
・ベースボール型では安定したバット操作と走塁での攻
撃、ボール操作と連携した守備などによって攻防すること
ができる。
【思考・判断・表現】
・攻防などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に
向けて、運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考
えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
球技に自主的に取り組むとともに、フェアプレイを大切に
しようとすること、作戦などについて話し合いに貢献しよ
うとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようすることなどをしたり、互いに助け合い教え合お
うとすることなどをしたり、健康・安全を確保したりして
いる。

〇 〇 〇 10

14

〇 9

E　単元　球技(ネット型)
【知識及び技能】
・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の
名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開すること。
・ネット型では、役割に応じたボール操作や
安定した用具の操作と連携した動きによって
空いた場所をめぐる攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、作戦など
についての話合いに貢献しようとすること、
一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること、互いに助け合い教え合お
うとすることなどや、健康・安全を確保する
こと。

指導事項
・バトミントン、テニス
一人１台端末の活用
・技能、技術習得のために適宜活用

【知識・技能】
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法な
どについて理解している。
・ネット型では、役割に応じたボール操作や安定した用具
の操作と連携した動きによって空いた場所をめぐる攻防を
することができる。
【思考・判断・表現】
攻防などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向
けて、運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
球技に自主的に取り組むとともに、フェアプレイを大切に
しようとすること、作戦などについて話し合いに貢献しよ
うとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようすることなどをしたり、互いに助け合い教え合お
うとすることなどをしたり、健康・安全を確保したりして
いる。

〇 〇 〇 9

〇〇 〇

指導事項
・サッカー
一人１台端末の活用
・技能、技術習得のために適宜活用

【知識・技能】
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法な
どについて理解している。
・ゴール型では、安定したボール操作と空間を作りだすな
どの動きによってゴール前への侵入などから攻防すること
ができる。
【思考・判断・表現】
攻防などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向
けて、運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
球技に自主的に取り組むとともに、フェアプレイを大切に
しようとすること、作戦などについて話し合いに貢献しよ
うとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようすることなどをしたり、互いに助け合い教え合お
うとすることなどをしたり、健康・安全を確保したりして
いる。

〇 〇

F　単元　陸上競技(長距離走)
【知識及び技能】
A 単元　陸上競技
【知識及び技能】
・記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高め方、運
動観察の方法などを理解するとともに、各種
目特有の技能を身に付けること。
・長距離走では、自己に適したペースを維持
して走ること。
【思考力、判断力、表現力等】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたことを他者に伝
えること。
【学びに向かう力、人間性等】
・陸上競技に自主的に取り組むとともに、勝
敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを
大切にしようとすること、自己の責任を果た
そうとすること、一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなどや、
健康・安全を確保すること。

指導事項
・タイム走
一人１台端末の活用
・技能、技術習得のために適宜活用

【知識・技能】
・技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法な
どについて理解している。
・長距離走では、自己に適したペースを維持して走ること
ができる。
【思考・判断・表現】
・動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に
向けて、運動の取り組み方工夫するとともに、自己の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・陸上競技に自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静
に受け止め、ルールやマナーを大切にしようとすること、
自己の責任を果たそうとすること、一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を大切にしようすることなどをしたり、健
康・安全を確保したりしている。

２
学
期

３
学
期

D　単元　球技(ゴール型)
【知識及び技能】
・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の
名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方
法などを理解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開すること。
・ゴール型では、安定したボール操作と空間
を作りだすなどの動きによってゴール前への
侵入などから攻防をすること。
【思考力、判断力、表現力等】
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに、フェアな
プレイを大切にしようとすること、作戦など
についての話合いに貢献しようとすること、
一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること、互いに助け合い教え合お
うとすることなどや、健康・安全を確保する
こと。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

大田桜台 保健体育 保健
保健体育 保健 1

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

（１組：後藤良宏） （２組：糸井謙） （３組：後藤良宏）　 （４組：糸井謙　） （５組：後藤良宏）　　　　

現代高等保健体育(大修館書店）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】個人及び社会生活に技能及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付けるようにする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

知 思

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに、技能を身に付けるよう
にする。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合
理的、計画的な解決に向けて思考し判断すると
ともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を
養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

○ 7

態
配当
時数

１
学
期

A 単元　(１)現代社会と健康
【知識及び技能】
現代社会と健康について、自他や社会の課題を
発見し、その解決を目指した活動を通して、次
の事項を身に付けることができるようにする。
「健康の考え方」
国民の健康課題や健康の考え方は、国民の健康
水準の向上や疾病構造の変化に伴って変わって
きていること。また、健康は，様々な要因の影
響を受けながら、主体と環境の相互作用の下に
成り立っていること。健康の保持増進にはヘル
スプロモーションの考え方を踏まえた個人の適
切な意思決定や行動選択及び環境づくりが関わ
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情報から課題を
発見し、疾病等のリスクの軽減、生活の質の向
上、健康を支える環境づくりなどと、解決方法
を関連付けて考え、適切な方法を選択し、それ
らを説明することができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
現代社会における様々な疾病や精神疾患など、
時代の流れの中で健康自体の捉え方や、健康の
ために個人や社会に求められる変化に主体的に
学びに向き合う、力を身に付ける。

指導事項
・健康の考え方と成り立ち
・私たちの健康の姿
・生活習慣病の予防と回復
・がんの原因と予防」
・がんの治療と回復
・運動と健康
・食事と健康
・休養・睡眠と健康
教材
・教科書・保健ノート・単元プリント
一人１台端末の適宜活用
・ICTを活用したアンケートの実施

【知識・技能】
国民の健康課題や健康の考え方は、国民の健康水準の向上や
疾病構造の変化に伴って変わってきていること。また、健康
は，様々な要因の影響を受けながら、主体と環境の相互作用
の下に成り立っていること。健康の保持増進には、ヘルスプ
ロモーションの考え方を踏まえた個人の適切な意思決定や行
動選択及び環境づくりが関わることを理解している。
【思考・判断・表現】
現代社会と健康について、課題を発見し、健康や安全に関す
る原則や概念に着目して解決の方法を思考し判断していると
ともに、それらを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代社会と健康についての学習に主体的に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

B 単元　(１)現代社会と健康
【知識及び技能】
現代社会と健康について、自他や社会の課題を
発見し、その解決を目指した活動を通して、次
の事項を身に付けることができるようにする。
「現代の感染症とその予防」
感染症の発生や流行には，時代や地域によって
違いがみられること。その予防には、個人の取
組及び社会的な対策を行う必要があること。
「生活習慣病などの予防と回復」
健康の保持増進と生活習慣病などの予防と回復
には、運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれ
た生活の実践や疾病の早期発見、及び社会的な
対策が必要であること。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情報から課題を
発見し、疾病等のリスクの軽減、生活の質の向
上、健康を支える環境づくりなどと、解決方法
を関連付けて考え、適切な
方法を選択し、それらを説明することができる
ようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
現代社会における様々な疾病や精神疾患など、
時代の流れの中で健康自体の捉え方や、健康の
ために個人や社会に求められる変化に主体的に

学びに向き合う、力を身に付ける。

指導事項
・現代の感染症
・感染症の予防
・性感染症・エイズとその予防
・健康に関する意思決定・行動選択
・健康に関する環境づくり
教材
・教科書・保健ノート・単元プリント
一人１台端末の適宜活用
・ICTを活用したアンケートの実施

【知識・技能】
・感染症の発生や流行には、時代や地域によって違いがみら
れること。その予防には、個人の取組及び社会的な対策を行
う必要があることを理解している。
・健康の保持増進と生活習慣病などの予防と回復には、運
動、食事、休養及び睡眠の調和のとれた生活の実践や疾病の
早期発見、及び社会的な対策が必要であることを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
現代社会と健康について、課題を発見し、健康や安全に関す
る原則や概念に着目して解決の方法を思考し判断していると
ともに、それらを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代社会と健康についての学習に主体的に取り組もうとして
いる。

○ ○
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２
学
期

C 単元　(１)現代社会と健康
【知識及び技能】
現代社会と健康について、自他や社会の課題を
発見し、その解決を目指した活動を通して、次
の事項を身に付けることができるようにする。
「喫煙、飲酒、薬物乱用と健康」
喫煙と飲酒は、生活習慣病などの要因になるこ
と。また、薬物乱用は、心身の健康や社会に深
刻な影響を与えることから行ってはならないこ
と。それらの対策には、個人や社会環境への対
策が必要であること。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情報から課題を
発見し、疾病等のリスクの軽減、生活の質の向
上、健康を支える環境づくりなどと、解決方法
を関連付けて考え、適切な
方法を選択し、それらを説明することができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
現代社会における様々な疾病や精神疾患など、
時代の流れの中で健康自体の捉え方や、健康の
ために個人や社会に求められる変化に主体的に
学びに向き合う、力を身に付ける。

指導事項
・喫煙と健康
・飲酒と健康
・薬物乱用と健康
教材
・教科書・保健ノート・単元プリント
一人１台端末の適宜活用
・ICTを活用したアンケートの実施

【知識・技能】
喫煙と飲酒は生活習慣病などの要因になること。また、薬物
乱用は心身の健康や社会に深刻な影響を与えることから行っ
てはならないこと。それらの対策には個人や社会環境への対
策が必要であることを理解している。
【思考・判断・表現】
現代社会と健康について、課題を発見し、健康や安全に関す
る原則や概念に着目して解決の方法を思考し判断していると
ともに、それらを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代社会と健康についての学習に主体的に取り組もうとして
いる。

〇 〇 〇 7

D 単元　(１)現代社会と健康
【知識及び技能】
現代社会と健康について、自他や社会の課題を
発見し、その解決を目指した活動を通して、次
の事項を身に付けることができるようにする。
「精神疾患の予防と健康」
精神疾患の予防と回復には、運動、食事、休養
及び睡眠の調和のとれた生活を実践するととも
に、心身の不調に気付くことが重要であるこ
と。また、疾病の早期発見及び社会的な対策が
必要であることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
現代社会と健康に関わる事象や情報から課題を
発見し、疾病等のリスクの軽減、生活の質の向
上、健康を支える環境づくりなどと、解決方法
を関連付けて考え、適切な
方法を選択し、それらを説明することができる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
現代社会における様々な疾病や精神疾患など、
時代の流れの中で健康自体の捉え方や、健康の
ために個人や社会に求められる変化に主体的に
学びに向き合う、力を身に付ける。

指導事項
・精神疾患の特徴、予防、回復
教材
・教科書・保健ノート・単元プリント
一人１台端末の適宜活用
・ICTを活用したアンケートの実施

【知識・技能】
精神疾患の予防と回復には、運動、食事、休養及び睡眠の調
和のとれた生活を実践するとともに、心身の不調に気付くこ
とが重要であること。また、疾病の早期発見及び社会的な対
策が必要であることを理解している。
【思考・判断・表現】
現代社会と健康について、課題を発見し、健康や安全に関す
る原則や概念に着目して解決の方法を思考し判断していると
ともに、それらを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代社会と健康についての学習に主体的に取り組もうとして
いる。

〇 〇 〇

３
学
期

E　単元　(２)安全な社会生活
【知識及び技能】
安全な社会生活について、自他や社会の課題の
発見し、その解決を目指した活動を通して、安
全な社会づくりや応急手当を理解できるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】
安全な社会生活に関わる事象や情報から課題を
発見し、自他や社会の危険の予測を基に危険を
回避したり、傷害の悪化を防止したりする方法
を選択し、安全な社会の実現に向けてそれらを
説明できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
安全は誰もが享受するものであり、そのために
は交通事故だけではなく、その他の事故、自然
災害、犯罪などへの理解を深めていく。また、
応急手当に関する知識や技能を深め、安全な社
会づくりに貢献できる人間性を高めていく。

指導事項
・事故の現状と発生要因
・安全な社会の形成
・交通における安全
・応急手当の意義とその基本
・日常的な応急手当
・心肺蘇生法
教材
・教科書・保健ノート・単元プリント
一人１台端末の適宜活用
・ICTを活用したアンケートの実施

【知識・技能】
・安全な社会づくりには、環境の整備とそれに応じた個人の
取組が必要であること。また、交通事故を防止するには、車
両の特性の理解、安全な運転や歩行など適切な行動、自他の
生命を尊重する態度、交通環境の整備が関わること、交通事
故には補償をはじめとした責任が生じることを理解してい
る。
・適切な応急手当は、傷害や疾病の悪化を軽減できること。
応急手当には、正しい手順や方法があること。また、応急手
当は、傷害や疾病によって身体が時間の経過とともに損なわ
れていく場合があることから、速やかに行う必要があること
を理解しているとともに、心肺蘇生法などの応急手当を適切
に行う技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
安全な社会生活について、安全に関する原則や概念に着目し
て危険の予測やその回避の方法を考えているとともに、それ
らを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全な社会生活についての学習に主体的に取り組もうとして
いる。

〇

35

〇 7

合計

〇



年間授業計画

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

大田桜台

（５組：岸本）（1～4組：佐藤） （1～4組：服部） （1組：小暮） （3～4組：木下） （５組：三添）

知

【学びに向かう力、人間性等】

英語コミュニケーションⅠ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

多読・多聴・アクティビティ
【知識及び技能】
　新しい単語、表現を推測し理解で
きるようになる。単語の中核ニュア
ンスやコロケーションを獲得できる
ようになる。
英語の音声や語彙・表現を理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
　未知の単語、表現について前後の
文脈や既知の単語から自身の考えに
基づいて推測できるようになる。新
たに獲得した単語や表現を他の教材
や自身のライティングに使うことが
できる。
英語の音声や語彙・表現を使用し自
身の考えや情報を表したり、やり取
りをすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
多読の記録を継続的につけることが
できる。多読多聴のルールを順守し
て自律的に取り組みを行うことがで
きる。
間違いを恐れずに英語の音声や語
彙・表現を使用し自身の考えや情報
を伝えようとする。

・多読オリエンテーション
・多読手帳の点検
・アクティビティワークシートに
準拠する

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

基本的な語句や文の形・意味・用法を理解する
ことができる。また、理解した語句や文を用い
て情報や考え気持などを伝え合うやり取りがで
きる。

日常的・社会的な話題について必要な情報を読
みとったり聞き取ったりして情報の意図を把握
することができる。また把握した情報を活用し
ながら、設問に答えたり、自分の考えなどを話
したり書いたりできる。

「Power On English Communication I」（C I 702）

外国語

英語コミュニケーションⅠ

○

配
当
時
数

態

○ ○ ○

評価規準

【知識及び技能】
　新しい単語、表現を推測し理解できるよ
うになっている。単語の中核ニュアンスや
コロケーションを獲得できるようになって
いる。
英語の音声や語彙・表現を理解し発言して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
　未知の単語、表現について前後の文脈や
既知の単語から自身の考えに基づいて推測
できるようになっている。新たに獲得した
単語や表現を他の教材や自身のライティン
グに使うことができている。
英語の音声や語彙・表現を使用し自身の考
えや情報を表したり、やり取りをすること
ができている。
【学びに向かう力、人間性等】
多読の記録を継続的につけることができ
る。多読多聴のルールを順守して自律的に
取り組みを行うことができている。
間違いを恐れずに英語の音声や語彙・表現
を使用し自身の考えや情報を伝えようとし
ている。

思

○

英語コミュニケーションⅠ

実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身につける

【思考力、判断力、表現力等】目的や場面、状況などに応じて話し手や書き手の意図などを的確に理解し、表現したり、伝え合ったりすることができる

【学びに向かう力、人間性等】外国語の背景にある文化に対する理解を深め、相手に配慮しながら主体的にコミュニケーションを図ろうとする

Lesson1
【知識及び技能】
［知識］新出単語・動詞の現在形・
過去形，進行形，助動詞＋動詞の原
形を用いた文の形・意味・用法を理
解できるようになる。
［技能］知識の理解を基に，過去と
現在の日本の観光の状況について話
されるスピーチや対話の内容を読み
とったり、聞き取ったりできるよう
になる。
【思考力、判断力、表現力等】
過去と現在の日本の観光の状況につ
いて必要な情報、概要や要点を捉え
ることができるようになる。情報に
基づいて設問の意図を把握し、答え
らえるようになる。自身の考えに基
づいた回答の根拠を説明できるよう
になる。
【学びに向かう力、人間性等】
海外の人が関心をもつ日本の魅力に
ついて聞いたり読んだりした情報や
自分の考えと比べて文化的背景への
理解を深め、相手に配慮しながら話
して伝えようとする。自律的に課題
に取り組む。

・動詞の現在形・過去形
・動詞の進行形
・助動詞＋動詞の原形
・受け身
・現在完了形
・現在完了進行形

・授業用ワークシート
・自主学習課題

○ ○ ○ ○ 〇

Lesson1
【知識及び技能】
［知識］新出単語・動詞の現在形・過去
形，進行形，助動詞＋動詞の原形を用いた
文の形・意味・用法を理解できるように
なっている。
［技能］知識の理解を基に，過去と現在の
日本の観光の状況について話されるスピー
チや対話の内容を読みとったり、聞き取っ
たりできるようになっている。
【思考力、判断力、表現力等】
過去と現在の日本の観光の状況について必
要な情報、概要や要点を捉えることができ
るようになっている。情報に基づいて設問
の意図を把握し、答えらえるようになって
いる。自身の考えに基づいた回答の根拠を
説明できるようになっている。
【学びに向かう力、人間性等】
海外の人が関心をもつ日本の魅力について
情報や自分の考えと比べて文化的背景への
理解を深め、相手に配慮しながら話して伝
えている。自律的に課題に取り組めるよう
になっている。

○ ○ ○ 5

【 知　識　及　び　技　能 】

外国語

26

日常的・社会的な話題について背景にある文化
に理解を深めようとしている。自律的、主体的
に英語を用いて課題に取り組んだり、授業内で
コミュニケーションを図ろうしている。

外国語



Lesson2
【知識及び技能】
［知識］新出単語・受け身・現在完
了形・現在完了進行形を用いた文の
形・意味・用法を理解できるように
なる。
［技能］知識の理解を基に，光る生
き物について書かれた内容を読み
とったり、聞き取ったりできるよう
になる。
【思考力、判断力、表現力等】
生き物が光る理由やその光が医療研
究に利用されていることについて概
要や要点を捉えることができるよう
になる。視覚資料の効果的な使われ
方を考え、設問の意図を把握し、答
えらえるようになる。自身の考えに
基づいた回答の根拠を説明できるよ
うになる。
【学びに向かう力、人間性等】
生き物が光る理由やその光が医療研
究に利用されていることについて理
解を深め、視覚資料を効果的に使っ
たり相手に配慮しながら話して伝え
ようとする。自律的に課題に取り組
む。

・動詞の現在形・過去形
・動詞の進行形
・助動詞＋動詞の原形
・受け身
・現在完了形
・現在完了進行形

・授業用ワークシート
・自主学習課題

○ ○ ○

定期考査

Lesson4
【知識及び技能】
［知識］新出単語・後置修飾の現在
分詞・後置修飾の過去分詞・比較
級・最上級を用いた文の形・意味・
用法を理解できるようになる。
［技能］知識の理解を基に，日本と
海外の漫画の形式やその翻訳につい
て書かれた内容を読みとったり、聞
き取ったりできるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
日本や海外の漫画やその翻訳につい
て、また日本の観光について話され
るスピーチや対話の概要や要点を捉
えることができるようになる。設問
の意図を把握し、答えらえるように
なる。自身の考えに基づいた回答の
根拠を説明できるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
海外の人が関心をもてるような日本
の漫画の形式について、聞いたり読
んだりした情報や自分の考えと比べ
て文化的背景への理解を深め、相手
に配慮しながら話して伝えようとす
る。自律的に課題に取り組む。

１
学
期

・動名詞
・不定詞
・S＋V＋O（that節）
・後置修飾の現在分詞
・後置修飾の過去分詞
・比較級・最上級

・授業用ワークシート
・自主学習課題

○ ○

Lesson3
【知識及び技能】
［知識］新出単語・動名詞・不定
詞・S＋V＋O（that節）を用いた文
の形・意味・用法を理解できるよう
になる。
［技能］知識の理解を基に，好きな
スポーツ選手について話される対
話・インタビューの内容を読みとっ
たり、聞き取ったりできるようにな
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自身の好きなスポーツ選手について
説明をするために必要な情報、概要
や要点を捉えることができるように
なる。情報に基づいて設問の意図を
把握し、答えらえるようになる。自
身の考えに基づいた回答の根拠を説
明できるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の好きなスポーツ選手について
相手の意見を知り、自身の考えへの
理解を深め、相手に配慮しながら話
して伝えようとする。自律的に課題
に取り組む。

・動名詞
・不定詞
・S＋V＋O（that節）
・後置修飾の現在分詞
・後置修飾の過去分詞
・比較級・最上級

・授業用ワークシート
・自主学習課題

定期考査

1○

○ ○

○○

○

○

Lesson4
【知識及び技能】
［知識］新出単語・後置修飾の現在分詞・
後置修飾の過去分詞・比較級・最上級を用
いた文の形・意味・用法を理解できるよう
になっている。
［技能］知識の理解を基に，日本と海外の
漫画の形式やその翻訳について書かれた内
容を読みとったり、聞き取ったりできるよ
うになっている。
【思考力、判断力、表現力等】
日本や海外の漫画やその翻訳について、ま
た日本の観光について話されるスピーチや
対話の概要や要点を捉えることができるよ
うになっている。設問の意図を把握し、答
えらえるようになる。自身の考えに基づい
た回答の根拠を説明できるようになってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
海外の人が関心をもてるような日本の漫画
の形式について、聞いたり読んだりした情
報や自分の考えと比べて文化的背景への理
解を深め、相手に配慮しながら話して伝え
ようとしている。自律的に課題に取り組ん
でいる。

○

○

○ ○

○

〇

○

○

○

○

○

○○

○ ○

Lesson2
【知識及び技能】
［知識］新出単語・受け身・現在完了形・
現在完了進行形を用いた文の形・意味・用
法を理解できるようになっている。
［技能］知識の理解を基に，光る生き物に
ついて書かれた内容を読みとったり、聞き
取ったりできるようになっている。
【思考力、判断力、表現力等】
生き物が光る理由やその光が医療研究に利
用されていることについて概要や要点を捉
えることができるようになっている。視覚
資料の効果的な使われ方を考え、設問の意
図を把握し、答えらえるようになる。自身
の考えに基づいた回答の根拠を説明できる
ようになっている。
【学びに向かう力、人間性等】
生き物が光る理由やその光が医療研究に利
用されていることについて理解を深め、視
覚資料を効果的に使ったり相手に配慮しな
がら話して伝えようとする。自律的に課題
に取り組めている。

Lesson3
【知識及び技能】
［知識］新出単語・動名詞・不定詞・S＋V
＋O（that節）を用いた文の形・意味・用
法を理解できるようになっている。
［技能］知識の理解を基に，好きなスポー
ツ選手について話される対話の内容を読み
とったり、聞き取ったりできるようになっ
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
自身の好きなスポーツ選手について説明を
するために必要な情報、概要や要点を捉え
ることができるようになる。情報に基づい
て設問の意図を把握し、答えらえるように
なっている。自身の考えに基づいた回答の
根拠を説明できるようになっている。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の好きなスポーツ選手について相手の
意見を知り、自身の考えへの理解を深め、
相手に配慮しながら話して伝えようとして
いる。自律的に課題に取り組んでいる。

○○

6

1

6

7

○

○

○



Lesson6
【知識及び技能】
［知識］新出単語・It is＋形容詞
を＋that節・SV（be動詞以外）C・
SVOC（形容詞）用いた文の形・意
味・用法を理解できるようになる。
［技能］知識の理解を基に，人間の
行動について話されるスピーチや対
話の内容を読みとったり、聞き取っ
たりできるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】　心
理学実験の手順や結果など必要な情
報、概要や要点を捉えることができ
るようになる。情報に基づいて設問
の意図を把握し、答えらえるように
なる。自身の考えに基づいた回答の
根拠を説明できるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
心理学実験の結果について、聞いた
り読んだりした情報や自分の考えと
比べて人間の行動について理解を深
め、相手に配慮しながら話して伝え
ようとする。自律的に課題に取り組
む。

・関係代名詞（主格）
・関係代名詞（目的格）
・比較級・最上級
・It is＋形容詞を＋that節
・SV（be動詞以外）C
・SVOC（形容詞）

・授業用ワークシート
・自主学習課題

○ ○ ○

２
学
期

多読・多聴・アクティビティ
【知識及び技能】
　新しい単語、表現を推測し理解で
きるようになる。単語の中核ニュア
ンスやコロケーションを獲得できる
ようになる。
英語の音声や語彙・表現を理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
　未知の単語、表現について前後の
文脈や既知の単語から自身の考えに
基づいて推測できるようになる。新
たに獲得した単語や表現を他の教材
や自身のライティングに使うことが
できる。
英語の音声や語彙・表現を使用し自
身の考えや情報を表したり、やり取
りをすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
多読の記録を継続的につけることが
できる。多読多聴のルールを順守し
て自律的に取り組みを行うことがで
きる。
間違いを恐れずに英語の音声や語
彙・表現を使用し自身の考えや情報
を伝えようとする。

・多読手帳の点検
・アクティビティワークシートに
準拠する

○ ○

定期考査

28

7○ ○

○ ○ ○ ○ 1

〇

○

○

○ ○

【知識及び技能】
　新しい単語、表現を推測し理解できるよ
うになっている。単語の中核ニュアンスや
コロケーションを獲得できるようになって
いる。
英語の音声や語彙・表現を理解し発言して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
　未知の単語、表現について前後の文脈や
既知の単語から自身の考えに基づいて推測
できるようになっている。新たに獲得した
単語や表現を他の教材や自身のライティン
グに使うことができている。
英語の音声や語彙・表現を使用し自身の考
えや情報を表したり、やり取りをすること
ができている。
【学びに向かう力、人間性等】
多読の記録を継続的につけることができ
る。多読多聴のルールを順守して自律的に
取り組みを行うことができている。
間違いを恐れずに英語の音声や語彙・表現
を使用し自身の考えや情報を伝えようとし
ている。

Lesson6
【知識及び技能】
［知識］新出単語・It is＋形容詞を＋
that節・SV（be動詞以外）C・SVOC（形容
詞）用いた文の形・意味・用法を理解でき
るようになる。
［技能］知識の理解を基に，人間の行動に
ついて話されるスピーチや対話の内容を読
みとったり、聞き取ったりできるように
なっている。
【思考力、判断力、表現力等】　心理学実
験の手順や結果など必要な情報、概要や要
点を捉えることができるようになってい
る。情報に基づいて設問の意図を把握し、
答えらえるようになっている。自身の考え
に基づいた回答の根拠を説明できるように
なっている。
【学びに向かう力、人間性等】
心理学実験の結果について、聞いたり読ん
だりした情報や自分の考えと比べて人間の
行動について理解を深め、相手に配慮しな
がら話して伝えようとしている。自律的に
課題に取り組んでいる。

○ ○

○

○

Lesson5
【知識及び技能】
［知識］新出単語・関係代名詞（主
格・目的格）・S＋seem＋to不定詞
を用いた文の形・意味・用法を理解
できるようになる。
［技能］知識の理解を基に，バナナ
ペーパープロジェクトについて書か
れた内容を読みとったり、聞き取っ
たりできるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
バナナペーパープロジェクトについ
て、またバナナペーパー製品やその
販売促進について話されるスピーチ
や対話の概要や要点を捉えることが
できるようになる。情報に基づいて
設問の意図を把握し、答えらえるよ
うになる。自身の考えに基づいた回
答の根拠を説明できるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
バナナペーパー製品やその販売促進
について、聞いたり読んだりした情
報や自分の考えと比べてSDGｓにつ
いて理解を深め、相手に配慮しなが
ら話して伝えようとする。自律的に
課題に取り組む。

・関係代名詞（主格）
・関係代名詞（目的格）
・比較級・最上級
・It is＋形容詞を＋that節
・SV（be動詞以外）C
・SVOC（形容詞）

・授業用ワークシート
・自主学習課題

○ ○ ○ ○ 〇

Lesson5
【知識及び技能】
［知識］新出単語・関係代名詞（主格・目
的格）・S＋seem＋to不定詞を用いた文の
形・意味・用法を理解できるようになる。
［技能］知識の理解を基に，バナナペー
パープロジェクトについて書かれた内容を
読みとったり、聞き取ったりできるように
なる。
【思考力、判断力、表現力等】
バナナペーパープロジェクトについて、ま
たバナナペーパー製品やその販売促進につ
いて話されるスピーチや対話の概要や要点
を捉えることができるようになる。情報に
基づいて設問の意図を把握し、答えらえる
ようになる。自身の考えに基づいた回答の
根拠を説明できるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
バナナペーパー製品やその販売促進につい
て、聞いたり読んだりした情報や自分の考
えと比べてSDGｓについて理解を深め、相
手に配慮しながら話して伝えようとする。
自律的に課題に取り組む。

○ ○ ○ 6



３
学
期

多読・多聴・アクティビティ
【知識及び技能】
　新しい単語、表現を推測し理解で
きるようになる。単語の中核ニュア
ンスやコロケーションを獲得できる
ようになる。
英語の音声や語彙・表現を理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
　未知の単語、表現について前後の
文脈や既知の単語から自身の考えに
基づいて推測できるようになる。新
たに獲得した単語や表現を他の教材
や自身のライティングに使うことが
できる。
英語の音声や語彙・表現を使用し自
身の考えや情報を表したり、やり取
りをすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
多読の記録を継続的につけることが
できる。多読多聴のルールを順守し
て自律的に取り組みを行うことがで
きる。
間違いを恐れずに英語の音声や語
彙・表現を使用し自身の考えや情報
を伝えようとする。

・多読手帳の点検
・アクティビティワークシートに
準拠する

○ ○ ○ 16○

〇

○

【知識及び技能】
　新しい単語、表現を推測し理解できるよ
うになっている。単語の中核ニュアンスや
コロケーションを獲得できるようになって
いる。
英語の音声や語彙・表現を理解し発言して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
　未知の単語、表現について前後の文脈や
既知の単語から自身の考えに基づいて推測
できるようになっている。新たに獲得した
単語や表現を他の教材や自身のライティン
グに使うことができている。
英語の音声や語彙・表現を使用し自身の考
えや情報を表したり、やり取りをすること
ができている。
【学びに向かう力、人間性等】
多読の記録を継続的につけることができ
る。多読多聴のルールを順守して自律的に
取り組みを行うことができている。
間違いを恐れずに英語の音声や語彙・表現
を使用し自身の考えや情報を伝えようとし
ている。

○ ○

Lesson8
【知識及び技能】
［知識］新出単語・現在分詞の分詞構文・
関係代名詞の非制限用法・過去完了形を用
いた文の形・意味・用法を理解できるよう
になっている。
［技能］知識の理解を基に，イギリスや日
本の食料資源について話される対話の内容
を読みとったり、聞き取ったりできるよう
になっている。
【思考力、判断力、表現力等】　タラの漁
獲量のグラフを読み取り食料資源の問題に
ついて概要や要点を捉えることができるよ
うになっている。情報に基づいて設問の意
図を把握し、答えらえるようになってい
る。自身の考えに基づいた回答の根拠を説
明できるようになっている。
【学びに向かう力、人間性等】
食糧資源問題やSDGｓついて、聞いたり読
んだりした情報や自分の考えと比べて人間
の行動について理解を深め、相手に配慮し
ながら話して伝えようとしている。自律的
に課題に取り組んでいる。

○ ○ ○

○

Lesson7
【知識及び技能】
［知識］新出単語・関係副詞
where/when・関係代名詞thatを用い
た文の形・意味・用法を理解できる
ようになる。
［技能］知識の理解を基に，プラス
チックごみで命を落とす生物につい
て書かれたニュースを読みとった
り、聞き取ったりできるようにな
る。
【思考力、判断力、表現力等】
プラスチックごみで命を落とす生物
や海洋汚染ついて話されるニュース
の概要や要点を捉えることができる
ようになる。設問の意図を把握し、
答えらえるようになる。自身の考え
に基づいた回答の根拠を説明できる
ようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
海洋汚染について、聞いたり読んだ
りした情報や自分の考えと比べて
SDGｓについて理解を深め、自分た
ちのできる対策について相手に配慮
しながら話して伝えようとする。自
律的に課題に取り組む。

・関係副詞where/when
・関係代名詞that
・現在分詞の分詞構文
・関係代名詞の日制限用法
・過去完了形

・授業用ワークシート
・自主学習課題

○ ○ ○ ○ 〇

Lesson7
【知識及び技能】
［知識］新出単語・関係副詞where/when・
関係代名詞thatを用いた文の形・意味・用
法を理解できるようになる。
［技能］知識の理解を基に，プラスチック
ごみで命を落とす生物について書かれた
ニュースを読みとったり、聞き取ったりで
きるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
プラスチックごみで命を落とす生物や海洋
汚染ついて話されるニュースの概要や要点
を捉えることができるようになる。設問の
意図を把握し、答えらえるようになる。自
身の考えに基づいた回答の根拠を説明でき
るようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
海洋汚染について、聞いたり読んだりした
情報や自分の考えと比べてSDGｓについて
理解を深め、自分たちのできる対策につい
て相手に配慮しながら話して伝えようとし
ている。自律的に課題に取り組んでいる。

○ ○ ○ 6

Lesson8
【知識及び技能】
［知識］新出単語・現在分詞の分詞
構文・関係代名詞の非制限用法・過
去完了形を用いた文の形・意味・用
法を理解できるようになる。
［技能］知識の理解を基に，イギリ
スや日本の食料資源について話され
る対話の内容を読みとったり、聞き
取ったりできるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】　タ
ラの漁獲量のグラフを読み取り、食
料資源の問題について概要や要点を
捉えることができるようになる。情
報に基づいて設問の意図を把握し、
答えらえるようになる。自身の考え
に基づいた回答の根拠を説明できる
ようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
食糧資源問題やSDGｓついて、聞い
たり読んだりした情報や自分の考え
と比べて人間の行動について理解を
深め、相手に配慮しながら話して伝
えようとする。自律的に課題に取り
組む。

・関係副詞where/when
・関係代名詞that
・現在分詞の分詞構文
・関係代名詞の日制限用法
・過去完了形

・授業用ワークシート
・自主学習課題

○ ○ ○ ○ 7

定期考査
○ ○ ○ ○ 1



7○ ○ ○ ○ 〇

Lesson9
【知識及び技能】
［知識］新出単語・S＋V(知覚・使役)＋O
＋C(現在分詞・原形ｄ不定詞)、S＋V＋O＋
O(ifなどの節)を用いた文の形・意味・用
法を理解できるようになっている。
［技能］知識の理解を基に，eスポーツの
現況や利点・欠点について書かれた対話や
ニュースを読みとったり、聞き取ったりで
きるようになっている。
【思考力、判断力、表現力等】
eスポーツの現状や利点・欠点について話
されるニュースの概要や要点を捉えること
ができるようになっている。設問の意図を
把握し、答えらえるようになっている。自
身の考えに基づいた回答の根拠を説明でき
るようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
eスポーツクラブの設立について、聞いた
り読んだりした情報や自分の考えと比べて
スポーツの意義について理解を深め、自分
たちのできる対策について相手に配慮しな
がら話して伝えようとしている。自律的に
課題に取り組んでいる。

○ ○ ○

合
計

140

Lesson9
【知識及び技能】
［知識］新出単語・S＋V(知覚・使
役)＋O＋C(現在分詞・原形ｄ不定
詞)、S＋V＋O＋O(ifなどの節)を用
いた文の形・意味・用法を理解でき
るようになる。
［技能］知識の理解を基に，eス
ポーツの現況や利点・欠点について
書かれた対話やニュースを読みとっ
たり、聞き取ったりできるようにな
る。
【思考力、判断力、表現力等】
eスポーツの現状や利点・欠点につ
いて話されるニュースの概要や要点
を捉えることができるようになる。
設問の意図を把握し、答えらえるよ
うになる。自身の考えに基づいた回
答の根拠を説明できるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】
eスポーツクラブの設立について、
聞いたり読んだりした情報や自分の
考えと比べてスポーツの意義につい
て理解を深め、自分たちのできる対
策について相手に配慮しながら話し
て伝えようとする。自律的に課題に
取り組む。

３
学
期

定期考査
○

・It is＋形容詞を＋that節
・SV（be動詞以外）C
・SVOC（形容詞）

・授業用ワークシート
・自主学習課題

○ ○ ○ 1

Lesson10
【知識及び技能】
［知識］新出単語・wish＋仮定法過
去・仮定法過去のas if節・仮定法
過去のif節を用いた文の形・意味・
用法を理解できるようになる。
［技能］知識の理解を基に，写真家
ヨシダナギさんの経験に関するイン
タビューの内容を読みとったり、聞
き取ったりできるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】　写
真家ヨシダナギさんのについて知る
ことから異国のことや多様性につい
て概要を知り、自分の意見を持つこ
とができるようになる。情報に基づ
いて設問の意図を把握し、答えらえ
るようになる。自身の考えに基づい
た回答の根拠を説明できるようにな
る。
【学びに向かう力、人間性等】
異国の情報や多様性について、聞い
たり読んだりした情報や自分の考え
と比べて人間の行動について理解を
深め、相手に配慮しながら話して伝
えようとする。自律的に課題に取り
組む。

・It is＋形容詞を＋that節
・SV（be動詞以外）C
・SVOC（形容詞）

・授業用ワークシート
・自主学習課題

○ ○ ○ ○ 〇

Lesson10
【知識及び技能】
［知識］新出単語・wish＋仮定法過去・仮
定法過去のas if節・仮定法過去のif節を
用いた文の形・意味・用法を理解できるよ
うになっている。
［技能］知識の理解を基に，写真家ヨシダ
ナギさんの経験に関するインタビューの内
容を読みとったり、聞き取ったりできるよ
うになっている。
【思考力、判断力、表現力等】　写真家ヨ
シダナギさんのについて知ることから異国
のことや多様性について概要を知り、自分
の意見を持つことができるようになってい
る。情報に基づいて設問の意図を把握し、
答えらえるようになっている。自身の考え
に基づいた回答の根拠を説明できるように
なっている。
【学びに向かう力、人間性等】
異国の情報や多様性について、聞いたり読
んだりした情報や自分の考えと比べて人間
の行動について理解を深め、相手に配慮し
ながら話して伝えようとする。自律的に課
題に取り組んでいる。

○ ○ ○ 8



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○ 20

12

 外国語

20

12

10

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
正しい文法を用い、情報や考え、気持ちな
どを適切な理由とともに書くことができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
状況や場面に応じて、情報や考え、気持ち
などを伝えられている。
【学びに向かう力、人間性等】
状況や場面に応じて、情報や考え、気持ち
などを伝えようとしている。

【知識及び技能】
既に知っている語彙力をもとに、物語を読
み進めたり、聞くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
わからない単語等も文の前後関係から推測
し、物語を読み進めたり、聞くことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
多くの多読多聴用教材を読んだり聞いたり
し、そこから新しい語彙力を得たり、英語
を楽しもうとしている。

【知識及び技能】
主語・動詞・肯定文・否定文・疑問文の表
現、また未来の表現をどのように用いるの
か理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
状況や場面に応じて、notを用いて否定の
意味を表現したり、疑問詞を使って様々な
内容を質問できる。
【学びに向かう力、人間性等】
英語では否定語が日本語と比べて前のほう
に置かれ、否定の意志を早い段階で表現す
ることを理解しようとしている。また、日
常の行動を述べる表現などを習得しようと
している。

配
当
時
数

大田桜台
3

領域

○

○

具体的な課題や状況を設定し、それに応じて情
報を整理しながら、自分の考えなどを形成し、
英語を使って表現したり、伝え合ったりするこ
とができるようにする。

○

○

○

○○

○

○○

態

論理･表現Ⅰ

思

論理･表現Ⅰ

○

C Lesson1はじめに①
　Lesson2はじめに②
　Lesson4MyFriends
【知識及び技能】
主語・動詞が英文を書く上で重要で
あることを理解する。また、肯定
文・否定文・疑問文の表現を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
主語・動詞・肯定文・否定文・疑問
文に注意して、個々の内容を理解
し、適切な思考・判断をもって対応
できるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
日常の行動を表す表現を習得しよう
している。また、否定の表現を理解
させる。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身につける

目的や場面、状況などに応じて話し手や書き手の意図などを的確に理解し、表現したり、伝え合ったりすることができる

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、相手に配慮しながら主体的にコミュニケーションを図ろうとする

【 知　識　及　び　技　能 】

指導事項
・どのようなときに肯定文・否定
文・疑問文を使うのか、またそれ
ぞれの作り方を理解させる
教材
・BIG DIPPER
一人１台端末の利用
・適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

（　　佐藤　　）

知

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

【知識及び技能】
既に知っている語彙力をもとに、物語を読
み進めたり、聞くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
わからない単語等も文の前後関係から推測
し、物語を読み進めたり、聞くことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
多くの多読多聴用教材を読んだり聞いたり
し、そこから新しい語彙力を得たり、英語
を楽しもうとしている。

○ ○

B 多読多聴
【知識及び技能】
既習済みの語彙力を活用して、多読
多聴教材を読ませる。
【思考力、判断力、表現力等】
文の前後関係や、挿絵から意味や内
容を推測し、語彙力を高める。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に教材を読んだり聞いたり
し、英語を楽しませる。

指導事項
・多種多彩な情報を視覚や前後関
係から読み取る力を育てる
教材
・多読及び多聴用図書
一人１台端末の利用
・適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

○ ○

○

指導事項
・１学期に培ったスピーチの基本
知識、技術を活用させる
・パワーポイントを用い、プレゼ
ンテーション資料の作成及び発表
準備を行う
教材
・ワークシート(授業内配布)
一人１台端末の利用
・適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

○

B 多読多聴
【知識及び技能】
既習済みの語彙力を活用して、多読
多聴教材を読み進める。
【思考力、判断力、表現力等】
文の前後関係や、挿絵から意味や内
容を推測し、語彙力を高める。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に教材を読んだり聞いたり
し、英語を楽しもうとしている。

指導事項
・多種多彩な情報を視覚や前後関
係から読み取る力を育てる
教材
・多読及び多聴用図書
一人１台端末の利用
・適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

○

A My summer
【知識及び技能】
情報や考え、気持ちなどを適切な理
由や根拠とともに段落を書いて伝え
る。
【思考力、判断力、表現力等】
１学期に学習してきた事を用い、伝
えたい内容を英語で表現させる
【学びに向かう力、人間性等】
伝えたい内容を積極的に伝えようと
し、また、他人の意見を聞こうとす
る。

○

 外国語 論理･表現Ⅰ

（　　木下美　　） （　　落合　　） （　　斎藤　　） （　　服部　　）

A Self Introduction /
  My favorite
【知識及び技能】
情報や考え、気持ちなどを適切な理
由や根拠とともに段落を書いて伝え
る。
【思考力、判断力、表現力等】
これまで学習してきた事を用い、伝
えたい内容を簡単な英語で表現させ
る
【学びに向かう力、人間性等】
伝えたい内容を積極的に伝えようと
し、また、他人の意見を聞こうとす
る。

指導事項
・スピーチの基本知識、技術を身
に付けるようにする
・プレゼンテーション資料の作成
及び発表準備を行う
教材
・ワークシート(授業内配布)
一人１台端末の利用
・適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

英語のきまりや特徴を単に知識として理解させ
るだけでなく、その培った知識を実際のコミュ
ニケーションにおいて活用することができる技
能が身につくようにする。

具体的な課題や状況を設定し、それに応じて情
報を整理しながら、自分の考えなどを形成し、
英語を使って表現したり、伝え合ったりするこ
とができるようにする。

BIG DIPPER English Logic and Expression

 外国語

１
学
期

○ ○

【知識及び技能】
正しい文法を用い、情報や考え、気持ちな
どを適切な理由とともに書くことができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
状況や場面に応じて、情報や考え、気持ち
などを伝えられている。
【学びに向かう力、人間性等】
状況や場面に応じて、情報や考え、気持ち
などを伝えようとしている。

２
学
期



○

○

6

○

○

合
計

105

○

10

○ ○

○ ○

【知識及び技能】
既に知っている語彙力をもとに、物語を読
み進めたり、聞くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
わからない単語等も文の前後関係から推測
し、物語を読み進めたり、聞くことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
多くの多読多聴用教材を読んだり聞いたり
し、そこから新しい語彙力を得たり、英語
を楽しもうとしている。

○

○ ○

○

A Recitation
【知識及び技能】
物語を暗記する。
【思考力、判断力、表現力等】
暗記した物語を、自分なりの解釈を
加えて、他人に伝えようとする。
【学びに向かう力、人間性等】
伝えたい内容を身振り手振りなどを
用い、積極的に伝えようとさせる。
また、他人の発表を聞く。

○

【知識及び技能】
「可能」「許可」「推量」「助言・義務」
「必要・不必要」「禁止」の意味を表すに
はどのような表現を用いるのかを理解して
いる。また身近な人に依頼や許可、提案や
必要などを伝えたり、身近な人の行動や状
況を推測してコミュニケーションを図る技
能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
適切な場面において、
can/may/must/shouldなどを用いて、それ
ぞれの意味を表現している。また個々の英
文の内容を理解し、適切な判断をもってそ
れに対応する。
【学びに向かう力、人間性等】
助動詞の丁寧さの違いを認識して、話し相
手に応じて適切にコミュニケーションを図
ろうとしている。また助動詞の表現を身に
付けようとしている。

指導事項
・ただ暗記するだけでなく、場面
や状況に応じて、感情やイント
ネーションの工夫させる。
教材
・レシテーション用教材
一人１台端末の利用
・適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

○ ○ ○

C Lesson6 Passtime /
  Lesson7 My town
【知識及び技能】
自分自身や相手の未来の予定につい
てコミュニケーションを図る技能を
身に付けている。また現在完了(進
行)形・過去完了(進行)形について
の表現を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
適切な場面に応じて未来や完了の表
現ができたり、それらに注意して
個々の内容を理解し、適切な思考・
判断をもって対応できる。
【学びに向かう力、人間性等】
予定や完了の行動の内容を述べる表
現を積極的に習得しようとしてい
る。

指導事項
・未来形や現在完了形の意味、ま
たそれぞれの作り方を理解させる
教材
・BIG DIPPER
一人１台端末の利用
・適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

○ ○

C Lesson8 Our Teachers /
  Lesson9 Visiting a Museum
【知識及び技能】
さまざまな助動詞についての表現を
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
適切な場面に応じて助動詞の活用が
できたり、それらに注意して個々の
内容を理解し、適切な思考・判断を
もって対応できる。
【学びに向かう力、人間性等】
助動詞の表現を積極的に習得しよう
としている。

指導事項
・助動詞の意味、またそれぞれの
作り方を理解させる
教材
・BIG DIPPER
一人１台端末の利用
・適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

○

10

5

B 多読多聴
【知識及び技能】
既習済みの語彙力を活用して、多読
多聴教材を読み進める。
【思考力、判断力、表現力等】
文の前後関係や、挿絵から意味や内
容を推測し、語彙力を高める。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に教材を読んだり聞いたり
し、英語を楽しもうとしている。

指導事項
・多種多彩な情報を視覚や前後関
係から読み取る力を育てる
教材
・多読及び多聴用図書
一人１台端末の利用
・適宜端末を利用し、調べ学習を
させる

○

３
学
期

○

○○ ○

【知識及び技能】
正しい発音やアクセントを理解して、使っ
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
物語の状況や場面に応じて、情報や感情な
どを伝えようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
物語の状況や場面に応じて、相手に情報や
感情などを伝えようと工夫している。

【知識及び技能】
英語で「未来」、また「完了結果」「経
験」「継続」の意味を表すにはどのような
表現を用いるのかを理解している。自分や
話し相手の予定や経験などについてのコ
ミュニケーションを図る技術を身に付けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
①適切な場面に応じて、willを用いて「自
然の成り行き」「意志」を表現したり、be
going toを用いて「前から計画しているこ
と」「近い未来の予定」を表現し、それら
の意味に注意して適切な思考判断をもって
それに対応する。②適切な場面に応じて、
have /had ＋ 過去分詞を用いて現在/過去
完了の意味を表現したり、have / had ＋
been ＋ ～ingを用いて現在/過去完了進行
形の意味を表現したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
予定計画される行動の内容を述べる表現や
ある時点までの経験や継続される動作の内
容を述べる表現などを習得しようとしてい
る。

２
学
期



年間授業計画　

大田桜台 高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（5組：髙石みどり）

【学びに向かう力、人間性等】

ビジネス基礎

（1組：木下いづみ） （2組：馬場美直） （3組：髙石みどり） （4組：馬場美直　）

商業 ビジネス基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

ビジネス基礎（実教出版）

0

ビジネス基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

商業

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発展に主体的かつ協
働的に取り組む態度を養う。

・指導事項
商業の味方・考え方を働かせ、実
践的・体験的な学習活動を行うこ
となどを通して、ビジネスを通
じ、地域産業を始め経済社会の健
全で持続的な発展の担う職業人と
して必要な基礎的な資質・能力を
育成するよう指導する。
・教材
教科書
ビジネス基礎（実教出版）
副教材
ビジネス基礎準拠問題集（実教出
版）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　経済と流通について経済社会における事例
と関連付けて理解している。

【思考・判断・表現】
　経済と流通に関する課題を発見し、科学的
な根拠に基づいて課題への対応策を考えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　経済と流通について自ら学び、経済の基本
外苑を踏まえ、流通と流通を支える活動に組
織の一員として主体的かつ協働的に取り組ん
でいる。

○ ○ ○ 8

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

ビジネスについて実務に即して体系的・系統的に理解し、ビ
ジネスの様々な場面で役に立つ、ビジネスに関する基礎的な
知識と技術を身に付けている。

ビジネスをはじめとして様々な知識、技術を活用し、ビ
ジネスに関する課題を発見するとともに、企業活動が社
会に及ぼす影響を踏まえ、市場の動向、ビジネスに関す
る理論、データ、成功事例や改善に要する根拠に基づい
て工夫してよりよく解決することについて考えている。

ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自らビジ
ネスについて学ぶ態度及び組織の一員として自己の役割
を認識して、当事者としての意識をもち、他者と信頼関
係を構築して積極的に関わり、ビジネスの創造と発展に
責任をもって取り組もうとしている。

１
学
期

A 単元
第１章
商業の学習とビジネス
１．いざ、ビジネスの世界へ
２．私たちの社会とビジネス

【知識及び技能】
　商業を学ぶ重要性と学び方、ビジネ
スの概要について学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
　商業を学ぶこと及びビジネスの意義
と課題について考える。

【学びに向かう力、人間性等】
　ビジネスの基礎的な事項について自
ら学び、主体的かつ協働的に取り組
む。

・指導事項
商業の味方・考え方を働かせ、実
践的・体験的な学習活動を行うこ
となどを通して、ビジネスを通
じ、地域産業を始め経済社会の健
全で持続的な発展の担う職業人と
して必要な基礎的な資質・能力を
育成するよう指導する。
・教材
教科書
ビジネス基礎（実教出版）
副教材
ビジネス基礎準拠問題集（実教出
版）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　商業を学ぶ重要性と学び方、ビジネスの概
要について理解している。

【思考・判断・表現】
　商業を学ぶこと及びビジネスの意義と課題
について、経済社会の持続的な発展tp関連に
ついて考えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　ビジネスの基礎的な事項について自ら学
び、主体的かつ協働的に取り組んでいる。

○ 〇 ○ 8

中間考査 ○ ○ 1

B 単元
第３章
経済と流通の基礎
１．経済の仕組みとビジネス
２．経済活動と流通

【知識及び技能】
　経済の仕組みと流通の必要性につい
て学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
　経済と流通に関する課題を発見し、
その解決方法を考える。

【学びに向かう力、人間性等】
　経済の基本概念を踏まえ、流通と流
通を支える組織の一員として主体的か
つ協働的に取り組む。

期末考査
○ ○ 1

２
学
期

C 単元
第４章
さまざまなビジネス
１．ビジネスの種類
２．小売業
３．卸売業
４．物流業
５．金融業
６．情報通信業

【知識及び技能】
　さまざまなビジネスについて学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
さまざまなビジネスに関する課題を発
見し、その解決方法を考える。

【学びに向かう力、人間性等】
さまざまな流通について自ら学び、流
通と流通を支える活動を支える組織の
一員として役割を果たすことができる
力を身に付ける。

・指導事項
商業の味方・考え方を働かせ、実
践的・体験的な学習活動を行うこ
となどを通して、ビジネスを通
じ、地域産業を始め経済社会の健
全で持続的な発展の担う職業人と
して必要な基礎的な資質・能力を
育成するよう指導する。
・教材
教科書
ビジネス基礎（実教出版）
副教材
ビジネス基礎準拠問題集（実教出
版）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　さまざまなビジネスについて経済社会にお
ける事例と関連付けて理解している。

【思考・判断・表現】
　さまざまなビジネスに関する課題を発見
し、科学な根拠に基づいて課題への対応策を
考えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　さまざまな流通について自ら学び、流通と
流通を支える活動に組織の一員としての役割
を果たす力を身に付けるために、主体的かつ
協働的に取り組んでいる。

〇 〇 〇 8

中間考査 ○ ○ 1



２
学
期

D 単元
第５章
企業活動の基礎
１．ビジネスと企業
２．マーケティングの重要性
３．資金調達
４．財務諸表の役割
５．企業活動と税
６．雇用

【知識及び技能】
　企業の形態と組織、マーケティング
の重要性と流れなど企業活動に関する
知識を学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
　企業活動に関する課題を発見し、そ
の対応策を考える。

【学びに向かう力、人間性等】
　企業活動について主体的かつ協働的
に取り組む。

・指導事項
商業の味方・考え方を働かせ、実
践的・体験的な学習活動を行うこ
となどを通して、ビジネスを通
じ、地域産業を始め経済社会の健
全で持続的な発展の担う職業人と
して必要な基礎的な資質・能力を
育成するよう指導する。
・教材
教科書
ビジネス基礎（実教出版）
副教材
ビジネス基礎準拠問題集（実教出
版）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　企業活動について経済社会における事例と
関連付けて理解する。

【思考・判断・表現】
　企業活動に関する課題を発見し、科学的な
根拠に基づいて課題への対応策を考えてい
る。
　
【主体的に学習に取り組む態度】
　企業活動について自ら学び、企業活動に関
する事例などを踏まえ、企業活動に主体的か
つ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 8

E 単元
第６章
ビジネスと売買取引
１．売買取引の手順
２．代金決済

【知識及び技能】
　売買取引、代金決済といった実務に
おける取引について学ぶ。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　取引に課する課題を発見し、その課
題への対応策を考える。

【学びに向かう力、人間性等】
　契約と履行について、組織の一員と
しての役割を果たすことが出来るよう
に主体的にかつ協働的に取り組む。

・指導事項
商業の味方・考え方を働かせ、実
践的・体験的な学習活動を行うこ
となどを通して、ビジネスを通
じ、地域産業を始め経済社会の健
全で持続的な発展の担う職業人と
して必要な基礎的な資質・能力を
育成するよう指導する。
・教材
教科書
ビジネス基礎（実教出版）
副教材
ビジネス基礎準拠問題集（実教出
版）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　売買取引、代金決済といった実務における
取引について理解している。。

【思考・判断・表現】
　取引に関する課題を発見し、科学的な根拠
に基づいて課題への対応策を考えている。
　
【主体的に学習に取り組む態度】
　取引について自ら学び、適切な契約の締結
と履行に主体的かつ協働的に取り組もうとし
ている。

○ ○ ○ 8

期末考査
○ ○ 1

３
学
期

F 単元
第７章
ビジネス計算
１．ビジネス計算の基礎
２．ビジネス計算の応用

【知識及び技能】
　ビジネス計算に関する技術を身に付
ける。

【学びに向かう力、人間性等】
　ビジネス計算について、主体的かつ
協働的に取り組む。

・指導事項
商業の味方・考え方を働かせ、実
践的・体験的な学習活動を行うこ
となどを通して、ビジネスを通
じ、地域産業を始め経済社会の健
全で持続的な発展の担う職業人と
して必要な基礎的な資質・能力を
育成するよう指導する。
・教材
教科書
ビジネス基礎（実教出版）
副教材
ビジネス基礎準拠問題集（実教出
版）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　ビジネス計算について実務に即して理解し
ている。また、関連する技術を身に付けてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　ビジネス計算について自ら学び、主体的に
かつ協働的に取り組もうとしている。 〇 〇 〇 8

G 単元
第２章
ビジネスとコミュニケーション
１．コミュニケーション
２．ビジネスマナー
３．情報の入手と活用

【知識及び技能】
　ビジネスにおける信頼関係構築につ
いて理解し、関連する技術を学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
　ビジネスにおいて他者への対応及び
情報を入手して活用し、評価・改善す
ることについて考える。

【学びに向かう力、人間性等】
　ビジネスに対する心構えについて自
ら学び、ビジネスに主体的かつ協働的
に取り組む。

・指導事項
商業の味方・考え方を働かせ、実
践的・体験的な学習活動を行うこ
となどを通して、ビジネスを通
じ、地域産業を始め経済社会の健
全で持続的な発展の担う職業人と
して必要な基礎的な資質・能力を
育成するよう指導する。
・教材
教科書
ビジネス基礎（実教出版）
副教材
ビジネス基礎準拠問題集（実教出
版）
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　ビ自演巣における信頼関係構築について実
務に即して理解するとともに、関連する技術
を身に付けている。

【思考・判断・表現】
　ビジネスの場面を分析し、科学的な根拠に
基づいて、ビジネスにおいて他者に対応する
とともに、情報を入して活用し、評価・改善
することを考えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　ビジネスに対する心構えについて自ら学
び、ビジネスに主体的かつ協働的に取り組も
うとしている。

〇 〇 〇 8



３
学
期

H 単元
第８章
身近な地域のビジネス
１．さまざまな地域の魅力と課題
２．地域のビジネスの動向

【知識及び技能】
　身近な地域のビジネスについて学
ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
　身近な地域の抱える課題や振興策に
ついて考える。

　

・指導事項
商業の味方・考え方を働かせ、実
践的・体験的な学習活動を行うこ
となどを通して、ビジネスを通
じ、地域産業を始め経済社会の健
全で持続的な発展の担う職業人と
して必要な基礎的な資質・能力を
育成するよう指導する。
・教材
教科書
ビジネス基礎（実教出版）
副教材
ビジネス基礎準拠問題集（実教出
版）
・一人１台端末の活用　等

合計

70

【知識・技能】
　身近な地域のビジネスについて理解してい
る。

【思考・判断・表現】
　身近な地域のビジネスに関する課題を発見
し、それを踏まえ、科学的な根拠に基づい
て、ビジネスの振興策を考えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　自ら学び、ビジネスに主体的かつ協働的に
取り組もうとしている。

○ ○ 〇 9

学年末考査 ○ ○ 1



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

簿記について実務に即して体系的・系統的に理解
するとともに、関連する技術を身に付けるように
する。

取引の記録と財務諸表の作成方法の妥当性と課
題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学
的な根拠に基づいて創造的に課題に対応する力
を養う。

7実教　709　新簿記

商業

ビジネスに関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

簿記

【 知　識　及　び　技　能 】

18

配当
時数

（１）簿記の原理
【知識及び技能】
簿記の原理について理解するととも
に、関連する技術を身に付けるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
取引を記録することと決算の意義に
ついて、企業活動の展開と関連付け
て見いだすこと。
【学びに向かう力、人間性等】
簿記の原理について自ら学び、適正
な取引の記帳の効果的な活用に主体
的かつ協働的に取り組むこと。

・指導事項
（１）簿記の原理
ア．簿記の概要
第１章　簿記の基礎
第２章　資産・負債・純資産と貸
借対照表
第３章　収益・費用と損益計算書
イ．簿記一巡の手続き
第４章　取引と勘定
第５章　仕訳と転記
第６章　仕訳帳と総勘定元帳
第７章　試算表
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
簿記の原理について理解するとともに，その
知識・技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
取引を記録することと決算の意義について、
企業活動の展開と関連付けて見いだあし、そ
れを表現する仕方を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
簿記の原理について自ら学び、適正な取引の
記帳の効果的な活用に主体的かつ協働的に取
り組む態度を身に付けている。

○ ○ ○ 27

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

（２）取引の記帳
【知識及び技能】
取引の記帳について理論と実務とを
関連付けて理解するとともに、関連
する技術を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
取引の記帳法の妥当性と実務におけ
る課題を見いだし、科学的な根拠に
基づいて課題に対応すること。
【学びに向かう力、人間性等】
取引の記帳について自ら学び、適正
な会計帳簿の作成に主体的かつ協働
的に取り組むこと。

○

大田桜台

・指導事項
（２）取引の記帳
第１０章　現金・預金などの取引
第１１章　商品売買の取引
第１２章　掛け取引
第１３章　手形の取引
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
取引の記帳について理論と実務とを関連付け
て理解するとともに、関連する技術を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
取引の記帳法の妥当性と実務における課題を
見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対
応する態度を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
取引の記帳について自ら学び、適正な会計帳
簿の作成に主体的かつ協働的に取り組む態度
を身に付けている。

○ ○

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付るようにする。

（５組：建部彰吾）

企業会計に関する法規と基準を適正に適用する
力の向上を目指して自ら学び、適正な取引の記
録と財務諸表の作成に主体的かつ協働的に取り
組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

商業 簿記

（１組：山本有希恵）（２組：木下いづみ）（３組：市川はるみ）（４組：伊藤信喜）

商業 簿記

１
学
期

定期考査 ○ ○ 1

（１）簿記の原理
【知識及び技能】
簿記の原理について理解するととも
に、関連する技術を身に付けるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
取引を記録することと決算の意義に
ついて、企業活動の展開と関連付け
て見いだすこと。
【学びに向かう力、人間性等】
簿記の原理について自ら学び、適正
な取引の記帳の効果的な活用に主体
的かつ協働的に取り組むこと。

・指導事項
第８章　精算表
第９章　決算
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
簿記の原理について理解するとともに，その
知識・技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
取引を記録することと決算の意義について、
企業活動の展開と関連付けて見いだあし、そ
れを表現する仕方を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
簿記の原理について自ら学び、適正な取引の
記帳の効果的な活用に主体的かつ協働的に取
り組む態度を身に付けている。

○ ○ ○ 9

定期考査
○ ○ 1



○ 14

（３）決算
【知識及び技能】
決算について理論と実務とを関連付
けて理解するとともに、関連する技
術を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
決算の妥当性と実務における課題を
見いだし、科学的な根拠に基づいて
課題に対応すること。
【学びに向かう力、人間性等】
決算について自ら学び、適正な決算
整理と財務諸表の作成に主体的かつ
協働的に取り組むこと。

・指導事項
（３）決算
第１８章　決算整理（その１）
第１９章　８桁精算表
第２０章　帳簿決算
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
決算について理論と実務とを関連付けて理解
するとともに、関連する技術を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
決算の妥当性と実務における課題を見いだ
し、科学的な根拠に基づいて課題に対応する
態度を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
決算について自ら学び、適正な決算整理と財
務諸表の作成に主体的かつ協働的に取り組む
態度を身に付けている。

○ ○

２
学
期

（２）取引の記帳
【知識及び技能】
取引の記帳について理論と実務とを
関連付けて理解するとともに、関連
する技術を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
取引の記帳法の妥当性と実務におけ
る課題を見いだし、科学的な根拠に
基づいて課題に対応すること。
【学びに向かう力、人間性等】
取引の記帳について自ら学び、適正
な会計帳簿の作成に主体的かつ協働
的に取り組むこと。

・指導事項
第１４章　その他の債権・債務の
取引
第１５章　固定資産の取引
第１６章　個人企業の資本の取引
第１７章　販売費と一般管理費、
税金の取引
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
取引の記帳について理論と実務とを関連付け
て理解するとともに、関連する技術を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
取引の記帳法の妥当性と実務における課題を
見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対
応する態度を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
取引の記帳について自ら学び、適正な会計帳
簿の作成に主体的かつ協働的に取り組む態度
を身に付けている。

○ ○ ○ 13

定期考査
○ ○ 1

（５）記帳の効率化
【知識及び技能】
記帳の効率化について理論と実務と
を関連付けて理解するとともに、関
連する技術を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
記帳の効率化の方法の妥当性と実務
における課題を見いだし、科学的な
根拠に基づいて課題に対応するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
記帳の効率化について自ら学び、伝
票の利用に主体的かつ協働的に取り
組むこと。

・指導事項
（５）記帳の効率化
第２１章　会計帳簿
第２２章　伝票の利用
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
記帳の効率化について理論と実務とを関連付
けて理解するとともに、関連する技術を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
記帳の効率化の方法の妥当性と実務における
課題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課
題に対応する態度が身についている。
【主体的に学習に取り組む態度】
記帳の効率化について自ら学び、伝票の利用
に主体的かつ協働的に取り組む態度が身につ
いている。

○ ○ ○ 9

（２）取引の記帳
【知識及び技能】
取引の記帳について理論と実務とを
関連付けて理解するとともに、関連
する技術を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
取引の記帳法の妥当性と実務におけ
る課題を見いだし、科学的な根拠に
基づいて課題に対応すること。
【学びに向かう力、人間性等】
取引の記帳について自ら学び、適正
な会計帳簿の作成に主体的かつ協働
的に取り組むこと。

・指導事項
（２）取引の記帳
第２４章　特殊な手形の取引
第２５章　有価証券の取引
第２７章　最近の実務に広がる取
引

・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
取引の記帳について理論と実務とを関連付け
て理解するとともに、関連する技術を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
取引の記帳法の妥当性と実務における課題を
見いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対
応する態度を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
取引の記帳について自ら学び、適正な会計帳
簿の作成に主体的かつ協働的に取り組む態度
を身に付けている。

○ ○ ○ 9

（４）本支店会計
【知識及び技能】
本支店会計について理論と実務とを
関連付けて理解するとともに、関連
する技術を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
本支店会計に関する取引の記録と財
務諸表の合併の方法の妥当性と実務
における課題を見いだし、科学的な
根拠に基づいて課題に対応するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
本支店会計について自ら学び、適正
な本店・支店間取引及び支店間の取
引の記録及び財務諸表の合併に主体
的かつ協働的に取り組むこと。

・指導事項
（４）本支店会計
第２６章　本支店会計
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
本支店会計について理論と実務とを関連付け
て理解するとともに、関連する技術を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
本支店会計に関する取引の記録と財務諸表の
合併の方法の妥当性と実務における課題を見
いだし、科学的な根拠に基づいて課題に対応
する態度が身についている。
【主体的に学習に取り組む態度】
本支店会計について自ら学び、適正な本店・
支店間取引及び支店間の取引の記録及び財務
諸表の合併に主体的かつ協働的に取り組む態
度が身についている。

○ ○ ○ 9

定期考査
○ ○ 1



３
学
期

（３）決算
【知識及び技能】
決算について理論と実務とを関連付
けて理解するとともに、関連する技
術を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
決算の妥当性と実務における課題を
見いだし、科学的な根拠に基づいて
課題に対応すること。
【学びに向かう力、人間性等】
決算について自ら学び、適正な決算
整理と財務諸表の作成に主体的かつ
協働的に取り組むこと。

・指導事項
（３）決算整理
第２８章　決算整理（その２）
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
決算について理論と実務とを関連付けて理解
するとともに、関連する技術を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
決算の妥当性と実務における課題を見いだ
し、科学的な根拠に基づいて課題に対応する
態度を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
決算について自ら学び、適正な決算整理と財
務諸表の作成に主体的かつ協働的に取り組む
態度を身に付けている。

○ ○ ○ 14

（５）記帳の効率化
【知識及び技能】
取引の記帳に会計ソフトウェアを活
用することについて理論と実務とを
関連付けて理解するとともに、関連
する技術を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
記帳の効率化の方法の妥当性と実務
における課題を見いだし、科学的な
根拠に基づいて課題に対応するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
記帳の効率化について自ら学び、会
計ソフトウェアの効率的な活用に主
体的かつ協働的に取り組むこと。

・指導事項
（５）記帳の効率化
第２３章　会計ソフトウェアの活
用
・教材
教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
取引の記帳に会計ソフトウェアを活用するこ
とについて理論と実務とを関連付けて理解す
るとともに、関連する技術を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
記帳の効率化の方法の妥当性と実務における
課題を見いだし、科学的な根拠に基づいて課
題に対応する態度が身についている。
【主体的に学習に取り組む態度】
記帳の効率化について自ら学び、会計ソフト
ウェアの効率的な活用に主体的かつ協働的に
取り組む態度が身についている。

○ ○ ○ 13

定期考査
〇 〇 1

合計

140



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

〇 14

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

３
学
期

A 企業活動と情報処理
【知識及び技能】
　企業における情報処理ついて理
解するとともに、関連する技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　情報処理の意義と課題につい
て、企業活動と関連付けて見いだ
すことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
企業における情報処理について自
ら学び、適切な情報処理に主体的
かつ協働的に取り組む。

D ビジネス文書の作成
【知識及び技能】
　ビジネス文書の作成について実
務に即して理解するとともに、関
連する技術を身に付ける。
【思考力・判断力・表現力】
　ビジネス文書の作成に対する要
求を分析し、科学的な根拠にも基
づいて、発信することが必要な情
報を表現し、評価・改善する。
【学びに向かう力、人間性】
　ビジネス文書の作成について自
ら学び、ビジネス文書による適切
な情報の発信に主体的かつ協働的
に取り組む。

・指導事項
第４章　ビジネス文書の作成
　１節　ビジネス文書と表現
　２節　基本文書の作成
　３節　応用文書の作成

・教材
　教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　ビジネス文書の作成について実務に即して
理解するとともに、関連する技術を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
　ビジネス文書の作成に対する要求を分析
し、科学的な根拠にも基づいて、発信するこ
とが必要な情報を表現し、評価・改善するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ビジネス文書の作成について自ら学び、ビ
ジネス文書による適切な情報の発信に主体的
かつ協働的に取り組もうとしている。

定期考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

企業における情報の扱いについて実務に即して
体系的・系統的に理解するとともに，関連する
技術を身に付ける。

企業における情報の扱いに関する課題を発見
し，ビジネスに携わる者として科学的な根拠
に基づいて創造的に解決する力を養う。

２
学
期

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，ビジネスの創造
と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

情報処理

１
学
期

評価規準

【 知　識　及　び　技　能 】

14

合計

70

1
定期考査

○ ○

C 情報の集計と分析
【知識及び技能】
　ビジネスに関する情報の集計と
分析について実務に即して理解す
るとともに、関連する技術を身に
付ける。
【思考力・判断力・表現力】
　ビジネスに関する情報の提供に
対する要求を分析し、科学的な根
拠に基づいて、情報を集計・分析
して表現し、評価・改善する。
【学びに向かう力、人間性】
　ビジネスに関する情報の集計と
分析について自ら学び、適切な情
報の提供と効果的な活用に主体的
かつ協働く敵に取り組む。

・指導事項
第３章　情報の集計と分析
　１節　ビジネスと統計
　２節　関数を利用した表の計算
　３節　グラフの作成
　４節　情報の整列・検索・抽出
　５節　問題の発見と解決の方法

・教材
　教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　ビジネスに関する情報の集計と分析につい
て実務に即して理解するとともに、関連する
技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　ビジネスに関する情報の提供に対する要求
を分析し、科学的な根拠に基づいて、情報を
集計・分析して表現し、評価・改善すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ビジネスに関する情報の集計と分析につい
て自ら学び、適切な情報の提供と効果的な活
用に主体的かつ協働く敵に取り組もうとして
いる。

定期考査

〇 1

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 知 思 態

1○定期考査 ○

・指導事項
第１章　企業活動と情報処理
　１節　情報処理の重要性
　２節　情報モラルと法規
　３節　コミュニケーションと
　　　　情報デザイン
・教材
 　教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　企業における情報処理ついて理解するとと
もに、関連する技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　情報処理の意義と課題について、企業活動
と関連付けて見いだしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　企業における情報処理について自ら学び、
適切な情報処理に主体的かつ協働的に取り組
もうとしている。

12

（１組：市川はるみ・渡辺忠史）（２組：建部彰吾・馬場美直）（３組：重石三知恵・建部彰吾）（４組：重石三知恵・市川はるみ）（５組：馬場美直・工藤大観）

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

企業活動を改善する力の向上を目指して自ら
学び，企業において情報を適切に扱うことに
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

情報処理
商業 情報処理 2

大田桜台

B コンピュータシステムと情報通
信
　ネットワーク
【知識及び技能】
　コンピュータシステムと情報通
信ネットワークについて実務での
活用に即して理解するとともに、
関連する技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　コンピュータシステムと情報通
信ネットワークに関する課題を発
見し、それを踏まえ、科学的な根
拠に基づいて、情報を収集し管理
する方策を考案して実施し、評
価・改善する。
【学びに向かう力、人間性等】
　コンピュータシステムと情報通
信ネットワークについて自ら学
び、適切な情報と管理に主体的か
つ協働的に取り組む。

・指導事項
第２章　コンピュータシステムと
　　　　情報通信ネットワーク
　１節　コンピュータシステムの
　　　　概要
　２節　情報通信ネットワーク情
　　　　報通信ネットワークの
　　　　仕組みと構成
　３節　インターネットの活用
　４節　情報セキュリティの確保

・教材
　教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　コンピュータシステムと情報通信ネット
ワークについて実務での活用に即して理解す
るとともに、関連する技術を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
　コンピュータシステムと情報通信ネット
ワークに関する課題を発見し、それを踏ま
え、科学的な根拠に基づいて、情報を収集し
管理する方策を考案して実施し、評価・改善
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　コンピュータシステムと情報通信ネット
ワークについて自ら学び、適切な情報と管理
に主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科　商業

○ ○ ○

○ ○ ○

商業７１６　情報処理

商業

ビジネスに関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

配当
時数

〇 〇 1

定期考査

・指導事項
第５章　プレゼンテーション
　１節　プレゼンテーションの
　　　　技法
　２節　ビジネスにおける
　　　　プレゼンテーション

・教材
　教科書、問題集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　プレゼンテーションについて実務に即して
理解するとともに、関連する技術を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
　プレゼンテーションに対する要求を分析
し、科学的な根拠に基づいて、伝達すること
が必要な情報を表現し、評価・改善すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　プレゼンテーションについて自ら学び、適
切な情報の伝達に主体的かつ協働的に取り組
もうとしている。

〇

〇 〇 〇 13

〇 〇 1

E プレゼンテーション
【知識及び技能】
　プレゼンテーションについて実
務に即して理解するとともに、関
連する技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　プレゼンテーションに対する要
求を分析し、科学的な根拠に基づ
いて、伝達することが必要な情報
を表現し、評価・改善する。
【学びに向かう力、人間性等】
　プレゼンテーションについて自
ら学び、適切な情報の伝達に主体
的かつ協働的に取り組む。

〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

○ ○

キャリアに関する知識を体系的・系統的に理解
するとともに、必要な情報を収集する技術を身
に付けている。

・キャリアについて収集した情報を活用し、まとめるこ
とができる。
・実力テスト等の数値データやグラフを読み取り、分析
することができる。
・プレゼンテーンを通し、調査内容や自分の考えを表現
することができる。

7

7

（２）大学、進路（中期的）
【知識及び技能】
キャリアに関する知識を体系的・系
統的に理解するとともに、必要な情
報を収集する技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
実力テスト等の数値データやグラフ
を読み取り、分析することができ
る。
自分が調べたこと、体験したことを
工夫して発表しようとする態度を身
に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
自分自身のこれまでとこれからを考
え、自ら社会人・職業人として自立
し、時代の変化に対応できる自己形
成力を養う。

・指導事項
（２）大学、進路（中期的）
⑪オープンキャンパス発表１
⑫オープンキャンパス発表２
⑬キャリアパスポート１
⑭進路（進学講話）２
⑮スタディサポートの事後指導
⑳小論文模試
・教材
プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
キャリアに関する知識を体系的・系統的に理
解するとともに、必要な情報を収集する技術
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
実力テスト等の数値データやグラフを読み取
り、分析し、課題を見いだし、対応する態度
を身に付けている。
自分の調べたこと、体験したことを工夫して
発表する態度が身についている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分のキャリアについて、自ら考え、主体的
かつ協働的に取り組む態度を身に付けてい
る。

○

○ ○

大田桜台

２
学
期

・指導事項
（２）大学、進路（中期的）
④スタディサポート１の事後指導
⑤進路（進学）講話１
⑥進路講話１のまとめ
⑦キャリアプラン
⑧オープンキャンパス事前指導
⑨オープンキャンパス調べ１
⑩オープンキャンパス調べ２
・教材
プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
キャリアに関する知識を体系的・系統的に理
解するとともに、必要な情報を収集する技術
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
実力テスト等の数値データやグラフを読み取
り、分析し、課題を見いだし、対応する態度
を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分のキャリアについて、自ら考え、主体的
かつ協働的に取り組む態度を身に付けてい
る。

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付るようにする。

（５組：工藤大観）

自分自身のこれまでとこれからを考え、自ら社
会人・職業人として自立し、時代の変化に対応
できる自己形成力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

ビジネス キャリアデザイン

（１組：山本有希恵） （２組：木下いづみ） （３組：市川はるみ） （４組：馬場美直）

○ ○ ○ 9

（３）社会人、勤労観（長期的）
【知識及び技能】
キャリアに関する知識を体系的・系
統的に理解するとともに、必要な情
報を収集する技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
職業レディレステスト等の数値デー
タやグラフを読み取り、分析し、課
題を見いだし、対応する態度を身に
付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
自分自身のこれまでとこれからを考
え、自ら社会人・職業人として自立
し、時代の変化に対応できる自己形
成力を養う。

・指導事項
（３）社会人、勤労観（長期的）
⑯キャリア講演
⑰職業観・職業レディネステスト
１
⑱職業観・職業レディネステスト
２
⑲平安装束を着る会
㉑働くって
・教材
プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
キャリアに関する知識を体系的・系統的に理
解するとともに、必要な情報を収集する技術
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
職業レディレステスト等の数値データやグラ
フを読み取り、分析し、課題を見いだし、対
応する態度を身に付けている。
自分の調べたこと、体験したことを工夫して
発表する態度が身についている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分のキャリアについて、自ら考え、主体的
かつ協働的に取り組む態度を身に付けてい
る。

○

配当
時数

１
学
期

（１）高校生活（短期的）
【知識及び技能】
キャリアに関する知識を体系的・系
統的に理解するとともに、必要な情
報を収集する技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
資料を読み取り、分析し、自分の意
見を表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分自身のこれまでとこれからを考
え、自ら社会人・職業人として自立
し、時代の変化に対応できる自己形
成力を養う。

・指導事項
（１）高校生活（短期的）
①ガイダンス
②自己理解
③SDGｓ講演会
・教材
プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
キャリアに関する知識を体系的・系統的に理
解するとともに、必要な情報を収集する技術
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
実力テスト等の数値データやグラフを読み取
り、分析し、課題を見いだし、対応する態度
を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分のキャリアについて、自ら考え、主体的
かつ協働的に取り組む態度を身に付けてい
る。

○ ○ ○ 5

（２）大学、進路（中期的）
【知識及び技能】
キャリアに関する知識を体系的・系
統的に理解するとともに、必要な情
報を収集する技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
実力テスト等の数値データやグラフ
を読み取り、分析することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分自身のこれまでとこれからを考
え、自ら社会人・職業人として自立
し、時代の変化に対応できる自己形
成力を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

ビジネス キャリアデザイン 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

商業

ビジネスに関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う。

キャリアデザイン

【 知　識　及　び　技　能 】



３
学
期

【知識・技能】
キャリアに関する知識を体系的・系統的に理
解するとともに、必要な情報を収集する技術
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
実力テスト等の数値データやグラフを読み取
り、分析し、課題を見いだし、対応する態度
を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分のキャリアについて、自ら考え、主体的
かつ協働的に取り組む態度を身に付けてい
る。

・指導事項
（２）大学、進路（中期的）
㉒小論文事後指導（講演）
㉓小論文模試２
㉕キャリアパスポート２
㉖キャリアパスポート３
・教材
プリント
・一人１台端末の活用　等

（２）大学、進路（中期的）
【知識及び技能】
キャリアに関する知識を体系的・系
統的に理解するとともに、必要な情
報を収集する技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
実力テスト等の数値データやグラフ
を読み取り、分析することができ
る。
自分が調べたこと、体験したことを
工夫して発表しようとする態度を身
に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
自分自身のこれまでとこれからを考
え、自ら社会人・職業人として自立
し、時代の変化に対応できる自己形
成力を養う。

（１）高校生活（短期的）
【知識及び技能】
　キャリアに関する知識を体系的・
系統的に理解するとともに、必要な
情報を収集する技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
資料を読み取り、分析し、自分の意
見を表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分自身のこれまでとこれからを考
え、自ら社会人・職業人として自立
し、時代の変化に対応できる自己形
成力を養う。

・指導事項
（１）高校生活（短期的）
㉔高校1年間を振り返ろう
・教材
プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　キャリアに関する知識を体系的・系統的に
理解するとともに、必要な情報を収集する技
術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
実力テスト等の数値データやグラフを読み取
り、分析し、課題を見いだし、対応する態度
を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分のキャリアについて、自ら考え、主体的
かつ協働的に取り組む態度を身に付けてい
る。

○ ○ ○ 2

5

合計

35

○ ○ ○


